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は  し  が  き  

 

 連続シンポジウム「21世紀の東方学」の第1回「東方学のフロンティア」が去る10月

13日午後京大会館で開催された。学内外の約120名にのぼる多数のかたがたの参加を得

て盛会であったことは、「21世紀の東方学」のありかたについての関心の高さを物語る

ものであろう。われわれがなぜ今このシンポジウムを開催しようとするのか、また何を

目指しているのかについては趣意書に詳しいが、東方学がいま大きな曲り角にさしかか

っていることだけは確かである。 

 東方学とは何かと正面切って問われると、恐らくその答は人さまざまであろう。われ

われが東方学にとりあえず託そうとしているのは、中国を主要な対象としつつも、その

周辺にあって直接間接の交渉を有してきた地域をも含めて、その歴史、社会、制度、文

化、相互交渉等を研究する人文社会科学の1分野というほどの意味である。ただし、情報

化時代に適応した漢字情報処理や交換のためのシステムをその特性に即して構築し、欧

米依存ではない新たな情報処理の枠組を提示していくことも、東方学が担うべき新たな

課題であると考えている。とはいえ、中国学でもなく東洋学でもなく東アジア学でもな

く、あえて「東方学」を標傍することの意味については、このシンポジウムを通じてよ

り一層議論を深める必要があろう。 

 この連続シンポジウムは都合3回が予定されている。第2回は、12月15日に「東方学と

国際協力」、第3回は2002年3月16日に「東方学の再構築」をテーマに、今回同様それぞ

れ4人のパネリストを迎えて開かれる。第1回にも増して多くのかたがたのご参加を得て、

「21世紀の東方学」について幅広い観点から議論を深め、何らかの新しい展望を切り開

いて具体的な提言にまとめることができれば、このシンポジウムを企画したものの一人

としては望外の喜びである。 

 最後に、われわれのこの企画に対して当初から深い理解を示され、シンポジウム開催

のための諸費用を総長裁量経費から割いてくださった長尾真総長をはじめとする京大当

局の関係者に対して、心からの感謝の意を表したい。また、発表を快諾されたパネラー

およびコメンテーター諸氏、煩雑な準備作業や事務処理ならびに報告書の作成に当たら

れた人文科学研究所の教職員各位に厚くお礼申しあげる。 
 

2001年11月5日 
 

人文科学研究所教授 麥 谷 邦 夫
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連 続 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「 ２ １ 世 紀 の 東 方 学 」 趣 意 書  

 
 21世紀を迎えた今日、高度の進歩を遂げた科学技術を基盤として、政治、社会、文化
のあらゆる面でグローバル化が進行しつつある中、従来の学問研究のあり方も大きな質

的変化を求められている。国境を越えて地球規模で変動する世界情勢を的確に把握する

ためには、これまでの殻をうち破る複合的かつ総合的な視野からのアプローチが不可欠

である。また、IT 技術の発達によって情報形態そのものが大きく変化しつつある現在、
それに適応した教育研究システムの構築も緊急の課題となっている。 
 日本における東方学は、長い伝統と高い水準を誇ってきた。とりわけ20世紀の京都で
は、文献の基礎的研究を機軸とする共同研究が盛んとなり、すぐれた成果を数多く生み

出してきた。その考究対象となった地域は、日本、韓国等の中国文化の影響を受けた国々

やシルクロード等の交易ルートによって結ばれたインド、イスラム、西域諸国にも及ん

でおり、中国を中心とする東方世界の総合的研究である「東方学」と呼ぶにふさわしい

広がりと深みを有するものであった。 
 京都における研究スタイルは、伝統的に古典研究、歴史研究を重視してきたが、それ

は過去の世界に閉じこめられた対象としてのみ、古典の存在を考えてきたわけではない。

文明の起源と史的変遷の過程を照射することで、現代に至る文化の生成をダイナミック

に洞察しようとするものであった。しかしながら、西欧近代の科学文明が全世界にくま

なく波及し、各地域に固有の社会と文化を欧米型に一変させてしまった20世紀後半から
現在において、伝統社会からの乖離の一面だけが強く認識されるようになった結果、非

実利的な学問は、複雑化した現実社会との接点を失いはじめている。しかも一方では、

先端技術の開発と社会への応用が加速度的に進行し、生命倫理や環境破壊等、地球規模

の大問題が浮上してくるとともに、社会全体が既存の価値観では解決しえない深刻な悩

みの淵に陥ろうとしている。 
 このような事態を打開するという現実的要請に応えていこうとするならば、21世紀の
人文学は、従来の枠組み、すなわち哲学、文学、歴史学、あるいは経済学、政治学、法

律学といったカテゴリーから抜け出て、より有機的に連関した教育研究システムをめざ

す方向で動き出す必要があるだろう。それは、たんに組織の再編成のみを意味するので

はなく、学問の構造的な変革と新しい方法の導入によって、文化の総体を捉えようとす

るものでなくてはならない。 
 また、冷戦構造の終結を契機として経済大国への道を歩みはじめようとしている現代

の中国は、これまで日本がリードしてきた東方世界に大きな影響力を発揮する存在とな

ってきた。わが国において、現代中国に対する正しい認識のもとに、社会的、文化的な

交流を緊密に行うことは、欠くべからざる営為であり、きわめて緊要な課題となってい

る。そこにおいて、日中両国の相互理解をより深め、東アジア諸地域の安定に貢献して
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Ⅰ「東方学のフロンティア」 

いくためには、現時点における構造や動向を注視するだけでは十分とは言えない。その

基底にある文化伝統に対する透徹した認識をともなってこそ、はじめて現代中国の動態

構造を深く理解することが可能となるのである。 
 そうした見地から振り返る時、これまで蓄積してきた東方学の研究成果は、もちろん

有益な情報を多数含んではいる。しかし、それが個別の分野での議論に止まっている限

りは、近代と前近代を断絶させている厚い壁に阻まれて、中国文化の再認識、再評価へ

の途は閉されてしまうことであろう。したがって、これまでの古典研究、歴史研究は、

それらが対象としてきたものを、時代、分野を超えて包括的に考究する基礎研究に統合

されると同時に、さらに客観的な歴史認識のもとにグローバルな視野から展開される現

代中国の総合的研究が、その基礎研究と相補的な関係で構想されることが望まれる。 
以上のような情況を考慮すれば、今こそ21世紀の東方学がどのような学問に発展してい
くべきかについて、十分な討議を重ねるべき時期にきているように思われる。そこで、

全3回の連続シンポジウムを企画し、様々な角度から現時点における諸問題を深く掘り下
げて議論し、今後の方向性を模索することにしたい。 
 
 
 

第 １ 回 「 東 方 学 の フ ロ ン テ ィ ア 」 に さ い し て  

 
 21世紀を迎えた今日、冷戦構造の終結と経済活動や情報伝達のグローバル化は新たな
問題を生みだしつつある。イデオロギーや政治・経済的利害の対立を軸とした問題がそ

の比重を減じ、急速な発展をとげつつある科学技術と人間の倫理の間、またグローバル

な基準にもとづく多国籍企業の利潤追求と地域の生活の間などに生じる摩擦やきしみが

注目されるようになった。国境を超えた地域の統合が進みつつある中で、21世紀には「文
明間の衝突」が顕在化するという予測もある。政治体制や国民経済といった表層の構造

にのみ着目するアプローチによってこうした問題を理解することは、もはや不可能と言

わねばならない。それぞれの社会の伝統に根ざす文化価値、さらには集団的記憶として

の歴史は、人々の思考と行動を規定する要因としてきわめて重要である。こうした文化

諸領域の研究が、今後ますます重要性を増すであろうことは間違いない。 
 
 しかし、こうした文化価値や歴史もけっして固定したものではない。現代の世界規模

の情報伝達や人やモノの移動は、それらをつねに変化させ再編する。文化諸領域をこの

ように時間軸と空間軸のなかのダイナミックな生成の過程として取り扱う新たな学問方

法が求められているのである。京都の東方学が伝統的に古典研究を重視してきたことは

確かである。しかし、古典は過去の世界に閉じこめられた対象として存在するのではな
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趣意書 

い。これを現代社会の基底にある文化伝統として位置づけ、また文化伝統がつねに現代

の立場から再解釈され、取捨選択のうえ動員されるものであることに着目するならば、

これまで蓄積されてきた東方学の方法とその成果は、現在求められている新たな学問方

法の立脚点の一つとして重要な位置を占めることとなろう。古典に立脚しながら、しか

も典籍だけにとらわれぬ、同時代的かつ動態的な東方学とでも言うべき視点が求められ

ているわけである。  
 
 文化諸領域の研究にとって典籍や文書が根幹をなす資料であることは、今日において

も変わりない。しかし、大規模かつ組織的な資料の電子化が進み、情報伝達の方法も多

様化しつつあるなか、新たな東方学はその技法においても、取り扱う対象においても大

きく変容していくことが予想される。我々のめざす新たな東方学のなかで、漢字情報学

は技術的な基盤を提供するのみならず、情報化時代の文化の受容や伝播、変容の過程を

研究するものとして位置づけられるであろう。 
 
 このたびのシンポジウム「東方学のフロンティア」では、まず、先駆者として新たな

方法と対象を模索し大きな成果をあげてこられた4名の方々から、その研究経過の一端を
ご紹介いただくとともに、その経験にもとづきながら21世紀の新しい東方学の構築にむ
けたご提言をいただく。ついで、これらの報告をふまえて参会者による討論をおこない、

東方学の新たな展開の可能性を追求する議論の場としたい。 
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Ⅰ「東方学のフロンティア」 

プ  ロ  グ  ラ  ム  

 
連続公開シンポジウム「２１世紀の東方学」 

 

第１回 「東方学のフロンティア」 
 

主催 京都大学人文科学研究所 
 
日時 １０月１３日（土） １３時～１６時 
場所 京大会館 １０１室 
 
 
開会の辞    桑山正進（人文科学研究所所長） 

 
副学長挨拶   尾池和夫（理学研究科教授） 

 
  司会    森 時彦（人文科学研究所教授） 

 
 パネリスト     コメンテーター 

 
シルヴィオ・ヴィータ（ナポリ東洋大学教授／ 高田時雄（人文科学研究所教授） 
      イタリア国立東方学研究所所長） 

 「欧米における近年の東洋学の動向」 
 
森 正夫（愛知県立大学学長）   小南一郎（人文科学研究所教授） 

 「フィールドワークと歴史研究」 
 
楊 天石（中国社会科学院近代史研究所所員／ 狭間直樹（京都大学名誉教授） 
      中国中央文史研究館館員） 

 「中国における現代史研究の意義」 
 
佐藤敬幸（国際情報化協力センター  安岡孝一（人文科学研究所助教授） 
      国際情報化研究所主任研究員） 

 「古典文献と漢字情報学」 
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洋東るすと心

おとの

とこたしました

もて

，しすまりあでり

層

常非は問学の国自，

まてげ遂を開展い厚の

あでりおとの知承御，

るすとめじはを国中

り

のこに特。

ジア

取を学方東

のどほ間年

化変くき

と代時く巻り

今，は

すまりあつつし

きべ

てし化変くき大，

な

。すまい思とるあで

本日ていおに中の境環

ういと性向方，性自独

既，らすとこういと

も

基はいるあ，し直

遅に

，今たしまえ迎

備整盤

のど，ばれす

っいうそ

し新の学方

向方なうよ

でのもた

り切を平地い

大都京，も

。すまりあ

待期なき

を学方東の学

者究研

おてれらせ寄を

いて

らおく多てめ極が

に

ら知くよ，はとこる

しが会集なろいろいは

想構を像来将の学方東

もていおに中の学大

す

めじはを学大都京

そ，

こ。すまりなに

るすと

るなに会機る

本日がれ

心，をとこ

１ の学方東

りあでずは

たるすを展

の界世，て

後の告勧の

，で国衆合

を相様はと

じ存ご様皆

き大に常非

たま，くき

しまきおに

，在現たま

とこたしま

。たしまり

たしまげ遂

図構の学方

大と前以れ

き

うよのこ

くづ気にと

東

るえ考まい

や今，か

。すまい

見の学方

さと

とくいてい

を紀世

尾長

し画企てし

東るれ

と象対

大変大はに

長総

の究研

し中集が者

るす

。たっ

てっなと体

めた

都京

とこういと

，はムウジ

え与をトク



明説旨

の

３第て

テンロ

ました

の都

立な的

ンセな

と場

う

。す

ポンシ

と見意

，

よぞ

趣

いき招おを者究研の外

の回今。

ジポンシ回

フの学方東

追を開展な

しそ，ムウ

方東，ばれ

論議るす求

おに所究研

的界世の学

の日今。す

導指るれら

るす戴頂り

京，の本日

裁割を費経

御いな憚忌

礼御く厚て

のこ，てし

すまきだた

まげ上し申

こてげ上を

どは日本。

てっ行を

内たしまれら

論討の

すでりもつくい

い思

２第，てえま踏を

公

た新の学方東。すま

きで。すましたいを開

他のそ，スンラフ，国

おてえ考もといたし

の

の席出御，しき聞

まり

。すまじ存くた

よ様皆

裁長学，は長総尾長学

り借を場のこ。たし

量

さと拶挨の私，が

しま

。たしまし

いてせ

大で野分の学方

）手拍

シの回３らか

果成なき

たいと回１

ムウジポン

なつにう

こ，てしまし

い思と

といたきいてげ

，は果成のムウ

。すま

アのかつくい

てし録記

レに象対を

中，カリメ

価評るす

施実をーュビ

，もど

おをどな望展，

なに

したいと糧の後今

分

大都京，がたしまり

まいさだくを持支御の

まいざごはで単簡，て

礼失。すましたいい

す

しまいざごうとが

たい

こ，てし

東，年近

。た

ういと回

第を」アィ

れ

ジポンシ

いたしたい

ふ

者究研の場

るあでータ

もと力協御

対に学方東

こ

多にムウジ

後最おな

願おくしろ

以をれ

会司 りあ



夫和池

に

そ，が

会談懇

まり賜

がか

とっば

らあで

いつ

だたい

っ

た

当に幕

３がム

かもと

の乱

就の長

学てし

とい

最

長学副学大都京 尾

挨ごりよ生先夫和池尾

中日都京，がすま

を拶

団たれらくつ

流交術学

国中，も

すまりあで体

すま

制体の知予震地の

授教の研文人，たま。

れ揺の波１第，に時の

ソピエういとたれ

がで

のうか向に向

うもドー

。すまし

てし知予，か

は話の震地。すまいざ

ウジポンシ続連ういと

開のムウジポンシ開公

げ上し申を拶挨ごてし

席出，てしまりおてっ

総の学大ドーバーハど

混。がすでんいなけい

拶挨会開

長学副，てし表代を学

あで家大の学震地，

の

るす進推を流交術

れら

まい思とたっだ

にめた

こたし動感く

どれけす

てしと話た

いざごがと

源震が屋

災震大神阪，

東，で

わ言に下言とだ

うど

方ういうどが学方

たいい願おくしろよぞ

で池尾たしまきだたい

，で

。す

ご

りなに

」学方東の紀世

うよ

続連のこ。たしま

ジ

表代を学大都京，に

持を待期くき大にムウ

ょち，がすまりあでの

っ言てんなたしまい

う

ま

。た

，でと

ぱっ

はて

い

ここ

いざ

だた

で分

な

もに

。す

う

」アィテンロフ

都京，てしまき続き引

のじ存ご，は生先池

大

，で体団間民う

にうよ

，で席の合

学のと国中

うを話

後前の震地山唐

小

たい，私，てっがか

き聞おらか生先子和野

戸神はれこ，てれら

し

回１第の

。すま

古名か

りあ

ムウジポンシの目

。すまい思といたが

介紹ごなり変風し少も

上し申を拶挨ご言一

を

所究研学科文人の

まげ

とるれさ催開て

催主の

たい介紹ご，

とこうい

当本，は長

たしまきだ

楽変大と

ポンシのこに

してれ

たいてしにみし

すま

まし。たしまいま

ほ

やてえあ，もどれけ

こういとうろかよがう

まれらめ決にとこうい

でん読，らかす渡を

し

挨に当適てしに考

読も

ごういうこ，と

自を拶

じ参が私遽急

いを示指

すでけわう

ごでけわた

どれけす

は稿原，らか

たいて

と読代分半，も

究研

まい思といたきだ

，所 話おの生先山

１ の学方東

会司

れ

おて

会の

いと

尾

。す

ばれけ

こ

りおて

き起

た

池尾

大都京

，てしとく

うど

しまりた

ったわに回

学

総真尾長

。すまい思

て

ば呼に式任

いたしも習

たし席出り

りあはで中

稿原，に私

とるす張出

いこてっや

参，もてく

いと。すま

，てしまき

せさにとこ

でんるあに

学科文人



拶挨会

れ

うふう

継き引

大都京

実な

東，日

実献文

しま

まい

，てしま

と式様

績

常

なき大

，てしま

。す

るい

発的化

究研学

やに

，てし

献文や

デカア

よ

優

フの期

りよ，

報情・

，め

てしは

しに前

たれ

てめ改

そ

東

はらか

いてし

わさふ

学方

開

，がたしまいゃしっお

をれそらかれそ，所究

いとるあが史歴のく近

らこてげ上を績業な的

な格厳もかし，らがな

今。すまい思とるえ言

うよのこ，がすました

ネマロ・ュシッニ

。す

てし宿下に川白北

クス

で物建るいてれま

りお

を組改なき大に的

ざご

，りあで核中のそ

れさ

れそ。くいてめ進

たま

，がつ１のちうの

非が

的済経いし著，が

方東

始りわ変くき大も

文，

，くべるせさ展発

てめ

ェジロプ究研な模

立国

さ進推がどな成作

トク

今，てしまりなと

まれ

却脱をり偏の去過

物や

けおに地現ばえ例

てし

おに学洋東が者究

長る

おに

。すまいがか

てい

ま今

を況状の界世るけ

をア

と閑安にうよので

いし

たくいてい開り切

と」

，も旨趣，明説ご

を家

にる飾を回初うい

ヴ・

を演講てしき招お

欧，

国中，生先ターィ

研の

るけおに国中や米

は究

文方東すま

と史歴の年

どたとっ

研都京院学化

，とすまり

のく多数，で野分の

年

ーチモを意敬るす

界世

でね重み積の究

しとフ

を声名ういと

とたっあ

わるれわ思

いに耳くよ

町倉小川

まいざごでけ

，てし

パスでろことの

域地

，ろこの生学も私

っ

し親変大もに々方の

面全，がすまい思とた

たしまりなに織組うい

研で式方るれば呼と

。

のつ２のこ。すま

を究

アめじはを国韓

部究研

東の界世，て

国諸アジ

の問学や化

図構の学洋

学大力有

にらさを統伝

よにー

規大，ていおに

聞と

のスーベターデる

が代時戦冷の

。すまき

米欧，はで

のもの去過

うよるれ

，も学洋東の

を得獲

。たしまりなに

くし

研の米欧，てじ通

の

うにうふういといな

目りわ変の紀世なうよ

が学洋東の本日たしま

ンロフなた新の学洋

，

。すま

ィテ

詳のらか生先山

アィテンロフの学方東

専な名著の人４らか外

ヴルシはらかアリタ

門

先の人２おのこの

オィ

の本日，にうよ

らか生

の身前のそ，

野分のこ

，所究研化

りあでつ１

まりおて

ずをれ流のそ

国中，

学典古国中。す

論法

対に化文たれ優の

ン

研問学たれらえ支に

でル

れさ価

」研文人の界世

究研

とうろあで果結た

い

白北，はのういと所

まりおてれら知で物建

たしまり通を横のそに

，は所究研

。

研に心中を部

だ月４年

すまい思と

とるすを究

さ備整に

究研同共，が

でろこ

い思とだのたれ

で今たえ迎

。すまりあ

まりあつ

，国中，がす

中。す

っ伴にれこ。す

立設

文の国自，はで国

版

各び及所究研たれさ

ターュピンコてしそ，

いてし出み生を果成な

西東ういと国中・連

る

っなと由自に段格

立対

研な的力精つか

日今た

なた新，クー

わ行が究

上を果成究

の料資書文

ジポンシ

珍もとこるげ

統伝い

こ，がすでムウ

従，

きてっ誇を積蓄と

で

東てえ超を域領の来

い思とのもたれさ画企

で回１第のそ

。たしま

まい思とだ

。すまりあ

にとこう

内の国，がす

ょち，

イ。たしまりな

りあ

し越おに都京どう

だい

所究研の学

たしま

。た

っがかうに

文方東

学洋

方の義主証

はれこ

方東

評に当正が

ャジの

の日毎

白るれわい

化文

研のつ２

学科文人

うよ

いすやり

るあで色特

究

とういと部

形

でう

つげ遂を展

を紀世

整の

てしとーミ

まりあ

米欧

き大にです

出・理

広の幅

が来き行の

ソ対

的駆先

ワドルーィ

，い

か輝，て

続連のこ

研な

趣ういう

いなれらお

し

，は日本

いがかう今

旨

いとくだた

マーテいし

生先石天楊



題

野分の

クーワ

，とい

思と

とうよ

報ごだ

つに

まりお

きだた

し加参

い

だたいてせさめ深

。す

ーィフくづ基に力

たき

情，らかれそ。す

ドル

いとるす理処てっ

学報

にーィテエラバ変

問う

模を域領いし新の

ん富

しい願おを論議な

し索

ウジポンシのこら

いた

せさにとこういと

にム

期とのもるきで聴

いて

もどれけすまし

てし待

究研の国本国

を習学，

とのもるけ

協のと関機

ーュピン

まりおてっ思

うそる

よに用利のータ

の門専る

。すまりあで

，

大，らか方生先

参

学方東るけおに紀世

発活に方様皆たれさ会

れそ，方生先のーター

ごの私，てしました

か

。た

拶挨

）手拍

。たしまいざごう

」アィテンロフ

が話おい深味興ていつ

を礼失で中途とっょ

拝

。たしまりいまて

たい

，がすで生先夫正森，

いてしを話おな重貴

中

文典古。生先幸敬

だた

し露披を話おの

コを献

多にうよのこ

さだくて

くだたいを

たわに面方

なに会機

でとこういと

るさだ

。すまい思とる

しま

テンメコ，方生先

も

い謝感く深に々方た

しまいざごうとがりあ

がりあを葉言おな切懇 と

１ の学方東

楽

ち，も私

に線前最の

ごの

らかれそ

しにみし

てい

藤佐，らか

，験経

ご，告

，は日今

新最，

。すま

な重貴るす

言提

ま

いさだくて

く演講ご

うど。す

会司



ターィ

ま

間府政

い用を

の所究

のそ，

ばわい

。す

ど

の所究

一東の

イるい

国全

成究研

イとア

，も

究研の

，

向動

長所 ヴ・オィヴルシ

に

。すましたい

。すま

学方東立国アリタイ，

資刻石てしと主，で

研

アリタイ，はで

どな料

果を割役な

のと国中と

く長にど

れらおてした

聞と

，てしまれさ学留

は日本。すまりおてい

てしを事仕が私ずま，

我

。すまい思といたき

は々

てし動活

都京，来以年

使てしと

研。たしまき

究研ア

れけすまいてっ

が彩色

リタイるわ携に

，がす

のてべす，く濃

らがな

本日，来以立設

国なまざまさ，

の学洋東の年近るけ

学方東立国アリタイ／ 所究研

に演講るよにーラネパ

生先ターィヴ・オ

り入

らおてしを授

い願おに

は門専ご。

時同とるれ

おてげ上

史教宗の代唐

調掘発

近最。すまれら

日

的導主で事仕るす査

なカリメア，湾台，本

ち持おを識認い深に常

く

。すまい思とのも

だ

。すましたいい願お

思とるあも

。すでター

ちで形な

でのすまれわ

ゃしっ

おてれ触とっょ

リタ

，がすまい思とる

てしと関機の府政ア

代古び及代現，

語訳の

。すまいてし

ジア東の

み組仕うい

的学科文人

密と関機

まいてっなに

，

きで

ち持を係関な接

，もり

いう

たっ

慮考

そ

で設

映反

。

に都

おに米欧

授教学大洋東リポナ

よまいだた，はでれそ

ルシのアリタイ，は

り

洋東リポナ，は生

ィヴ

っ担も職重の

教の学大

研の史教

すまれらおて

づ基

を績業なき大に究

た

を跡遺の陽洛，てい

らかろこい若，は生先

つに状現の学洋東の

，

がかうおを話お

非てい

先ターィヴ，

るきでい

しろよ，生

ヴたしまきだたい介紹

で味意るあはとマー

ィ

ていつに所究研学

係関

くたが方のじ存

単簡，

し在所にろこ

らいんさ

ういと学方

イ，てしま

を名語本日

すと心中を国中，はろ

にめたの者学の国の

る

さ表発に物版出の

放開

学大るあに都京

とるれ

しまりなと場

究研び及

でれだは者るめ認

。た

おてけ設も室覧

用使も

書図のく多の

てしまり

者学人国外

を書蔵の館

で針方る

合にズーニの

立孤，

こ，りまつ。す

意ク

よる守を場立たし

う

京と本日でともの識

すでろことるいてしと

向動的術学のパッロー

スンラフくじ同，が

も

施の

会司

に定協

仏て

長所

先

初最

はで

の面方

界世

ま

ターィヴ

す

方東アリタ

テの日本

称名

とういと条

ごにで

リタ

ことの局結

東はに

しそ

所究研は果

外以ア

究研

るま集が者

に特て

，はこ

閲なさ小る

と者

をのも

，で上たし

都京

トッネ

もで味意う

め集

の近最

よけづ置位

ーワ

すまいてし

ヨ



し

果成究

活てせ

所究研

東ず

究研な

かすま

を話

は容内

とだ幸

現と去

洋

，来従，

リタン

に的本

点

いしろ

いるあ

，義主

過に

のるす

を族民

，は

の代時

つ２に

は私，

ぎ

場

し申も

いうこ

効す直

の史

いとい

もりよ

見と

義宝法るいてれら知

理

合を力らかれこ，で

林

なき大の国諸パッロ

わ

し関に題問ういと

。

研

も界限の識知の人

少て

具，でれそ。すで

りあ

をとこの念概の問

的体

すと心中を情事の

ま，

私，か幸

。すまい

過る

。たしま

不はに的人個

にとこる

味意んろちも

っなく高

基，てしまし

すまきだ

エリオるいて

いてれら

も究研国中。

ヨ，クッ

。すでらかる

うよけ避

心中パッロー

れそ，が

科学，てしと

あで

。す

恐，とう使を

しそ

要のそ，てしまり

植。

諸の洋東はれそて

植の

化当正を策政地民

方え

者犯共の策政地民

はで

ていつに性当妥の

。す

向動究研の近最，

ま高

を究研のそ，に特

与を

み読を史説学，り

，え

，がんせまねかえ

な純

どほ先，面反のそ

まち

のい闘のと悪と善

を値価な的説学，

。す

値価む読を作著の

う問

去過の究研問学て

なが

まつ，部支都京）

歴の

協の式正，り移

くより

，はてしと望

ともの定

てっ思にか

ーヨで都京

米欧，て

すでけわるい

も約制

向動の学洋東の

こう

個私，てしまりあ

い

んうましてっなにと

学なかま大，もりよう

ッローヨてしそ，係関

いたし話てめ含も面

パ

，はれこ，がすで

思と

っなに代時いな

不か幸

はていつにと

いまして

イサはくし

す及言で後

えありと

名悪来以ドー

てしと

たいてせわ使ず

念概

けづ置位に的統伝

特

リトンセノスエ，は

をれそはでカリメアに

で。たしまいましてえ

この近最にか確，は

す

す来由に風学と績

でと

念概たれさ成形

のもる

いとたっあで

，りあで

，でけわた

すでけわう

以ドーイ

そは者学洋東

がすで

考ういうこの来

とる

ろことる見の私，

意に的判批

。すまい思

とこな事

でとこるす識

史説学

が識意ういとだ

かい

象印ういと倒辺一

う

いはと。すまい思と

単を史説学で度態きべ

目でま象現ういとり狩

をルベラういとムズ

立

の人のそ，とるな

り貼

とるなうそ。ん

てべす

っえか，

」アィテンロフ

院学東極立国ス

階３のルビじ同らか月

々我。たしまりなに

に

，とないいばれれ

願の

ずえありとは話

やささ

た。すまきだ

い置てさ

てっ知もで

の間時，だ

サリやト

いと囲範るい

の年近

とマーテのチー

研び

のと学国中，向動

洋

側な的度制の設施究

，

んな葉言ういと」学

え使に気平りおど来従

のそ，がすまい違はで

ズーィデタス・ルタ

こ

とえ換き置の葉言

も，

み組枠なき大う

，てし

，らか前

マコ１の

いとだ義

ういと」洋東

術学な

，りあが摘指う

物怪

消らか前名の誌雑

及

のるれわ扱にうよの

業のちた者継後のそび

でパッローヨがのもう

武な的治政たっ使にめ

果を割役るけづ論理

器

すでんな論議うい

した

裕余もりもつる

サ，が

がえ考ういう

んいなも

者学の去過

いてし響影

で中の景

りよを績業の

ろちも

大がとこるえ考

刺い

，てっよに合場ん

に

なゃじんたっなと激

言もとクッリテスヒ，

学洋東もりよういとり

ンエリオ，に績業の

者

ういと悪，てい働

リタ

いましてっなえ

にとこ

せまねか

１ の学方東

６年去，が

ンラフるあ

なと核中の

とこるす動

ら

たいてせさ

ういうこ

学

クェジロプ

まくあ，

ま

及育教，在

と念概の

，ず

欧と本日

がすまい思

東

いとムズ

ンエリオは

米

，２

いと学洋東

う

いろいは

主心中洋西

年

ドーイサ

たし犯を罪

ろ

たるす害迫

いと」洋東

とたっかな

に的術学に

こで味意の

すを話も何

果

背の史神精

，はつ１

上

よはで面う

。るなと

狩女魔，て

うよたげ

う

が念観徳道

者学るあ

さにとこ



）ター

的

すで問

時同と

いうい

本

てっな

とかう

，値価

でか

，てい

家門専

な的

いと

とるあ

人るい

。す

まりあ

伝の義

意うい

う

か

，かる

の界世

なた育

学典

自独の

過，し

，に

時，で

らかろ

・史想

の

れぞれ

ことい

実現，

先がと

でんな

の学洋東の年近るけお 向動 ィヴ

うこ，際るえ考を性当

れそ，だた，がすでん

学の域地各たいてれさ

術学のそ。ねすで状現

どかるあで問学な的学

と的の判批に特は究研

基のてべす，りあで要

の野分のそ，は家門専

おに果成の究研のそ，

確はのいなし立成が話

てっやを学語言国中。

で家究研学文らたっだ

るあが性要必るけつに

うそ，りあで語言のつ

主パッローヨ，てけか

が説論ういとう疑を心

は者学済経るすと門専

てめ含をパッローヨ，

いてい動うど，てえ答

確，とる見をかるあで

だた。んせまれしもか

ルイタスの問学にこそ

古とすまい言とからち

思のパッローヨずま，

ことの分自，かすまい

味意い広。すまい思と

遠に的理地りまつ，に

そ，がすでのもな的在

識意ういといなが道か

こるけつに身を術技む

てくなゃじけだたっあ

に米欧

東ので味意な

。すまし

るれ入に頭

妥の究研洋

学洋東し

う思とだきべ

問が義

とだ域領門専の

どか

，ものるいてれわ

で

科が究研域地，かう

国中，がんせまりあは

もで今てしとみ組枠の

分のれぞれそ，てし

必

然当はとこつ持を

の野

なえ使をのもき

で話の

済経ずま，は

会，とい

を学文国中

るあで者学

問本基の

人るいてっや

，識知

身を論法方と題

わる

１はどな論理学文

。すでけ

と学科，で上た

い問と

中でしなみ組

関のてし

るいてしと

を済経の国

りあはく

は者究研国中

のパッローヨ

。んせま

パッローヨ

うどが会学

ん進に成

うどは情事の

く強根

るえ言とるいで

は私

で味意いよ，り残

あ

ど，は性自独のそ，

はれこ。すまい思とる

とジーメイの者他，て

もため求に国中とャ

言

，りあでャシリギ

だの

に合場，でとも

的間空

るす

。すまい

潜てっよ

問

しむ読を典古，はに

読を献文。すで勢姿の

去過，はのもういと国

ういとかいなはでの

に

ローヨ，在現今，

も気

判批な的ーギロ

的パッ

東で味意のつ

念ずまを

学ドンイ，

かむ，学洋

学科，科

意在存のどな

。ねす

るす立成てしと

。す

のもいし新目に特

教がのもういと科学洋

すまりあもで境環る

育

専とりがなつの方

そ。

のつ１るす通共

識知門

やを済経国中

しら語言

いとるあで

人るいてっ

，がすで

。すでとこう

済経。

問学のれぞれそ

究研

門専の学語言，学

ラ

あもで証の性学科の

，が者学のダン

入に野視を態形の究研

げ上し申どほ先，し

れ

判批が人のそ，し

枠た

なうよいなし在

象対の

か場立う違の

なしも気

るあはろこ

に判批のら

意を論議

。すまい思と

従，え

編再らがなし識

れさ

が態形の問学の来

く

。んせまれしもかる

にとこるいてれさ響影

とに界世代近に特，で

ギ代古をのういと界

っ

とい遠に的代時り

シリ

いうこ。たっあ

はろこ

ゃじんたし立

の識意う

いてえ消が

思とかいな

の洋西は

解理を化文る

けわる

学るす対に代古

を解

中，でれそ。すで

イばわ

らかすで

るげ妨

中，ね

１うも，に

オデ

論うい

学にるす要

学国

，だた

でうよるい

で議

もてしと

え与を具道

東

にるす要

に野分のそ

両

考たっい

者学語言は

，

そ，で味

ねすでとこ

え

国中な的統

オ，近最

の

うょしでい

だた。たし

見

つ２のこ

存もにこど

渡

のつ２のこ

ときべる

伝

出い見が性

いはと期

見

中の史神精

強根に統

ろ

まつ，的間

世う違て

す

成が問学の

で国中は

問決

れこ，がす

姿にで

なに題



人

てしと

と場む

，学洋

りあ

語言る

思とる

いは

中はと

せまり

態形う

ま

場でこ

依。す

。

のスリ

り

態形た

こいな

ジロノ

。す

うも，

こたし

るす

でのい

み校成

ーヨ。

そ

，が々人

ギ代古

の学典

長

存の所

味意な

こそ。

は

東の味意い狭に上線

，

読を献文典古ずま，

い

み組枠のつ１てしそ

，

るげ投を問疑ういと

文

あに底根の神精判批

の

すと象対の究研を明

ら

はとこう問を性効有

ド

いうそが学国中，も

は

知く深は情事のツイ

な

こるす得習を語言，

典

ギイはで点のこ，り

すまい思とだ例な的型

まりなと心中がとこう

そ，てしまりあがのも

イサ，で状現がのるい

いも人つ持え備を識知

。すでうよるいてし請

っ違にから明，とるな

たい置を籍に科学史歴

止廃に全完を類分な的

体問

。すまい思は私と

なと

ていつに徴特の制

つ立

で係関のと域地る

タン

すまれわ思にうよ

設施

養練訓の語言，ー

れこ

多がとこるくつを

，は

古はで味意るあも

究研

，トンエリオ代古

なに

い若，し在滞が者

のも

すでけわるいてっ

私，

的代現が性要重の

ずら

場ういうそ，身自

ま

延の学典古の洋西，

科学国中，てしそ。す

てしと念概のつ１，も

ゃじ的学科。すまいて

的学科，はのもるた

な

古，はで味意うい

神精

洋西代

たげ上

てしとみ組枠の

しで

がなし慮考を論議

い言とかるいて

。うょ

ギイ，アリタ

，とすま

ラュキリカ

合場のスリ

と心中のム

をトスキテ

のつ１は）

中，科究

いと練訓む読

者学の

ういと科究研国

中に

てし存共もで今が

今

のてべするす関に国

要をとこういうそおな

話ういと科学新，てい

先の史歴，はろこと

に

のスンラ

が生

来出な的徴象の

域地が

ローヨ，もど

るあで事

れこ。すま

学の風パッ

違のカリ

象対の究研は

単，は

目とっょちがい

う行

セジーゲンラるな

外

るす能機てしと所場

，はとこつ持を設施の

野分の学古考に特，が

交にこそ。たしまり

で

スるす究研てけ受

で代

昔，がんせまり

ルイタ

き動のスン

。

るあらか

りあでれそが

」アィテンロフ

かかもにるいてし在存

にとこるす立成が学

わ

とすまい

。すで

りな

生もで今，したしまき

，ろしむ。う

き

そ。すまい思とい多が

，もで者学済経

う

申きっさ，でとこうい

が味意のりなれそ，

し

統伝ういうこにこ

るあ

ラフ，もてい置

っ残が

洋東な的般一

イ，スン

の攻専学

れぞれそ，はで科学の

日はくしも科学洋東

の

ーレネェジのつ２

研本

，とるなにとこ

ンョシ

あ，も会社，

いたみ昔

っあらか昔

はで味意る

りあもろ

除をろことた

てっな

ういうそ。すま

うい

フ，しすまいてき

た

つ１うもす示を向動

れけすまりなに後最，

思とるあがろことる得

とパッローヨ，はで

い

をスーベに地現が

メア

際実，くなはで

のつ持

，アリタイ，

を究研に

とこいなし

海がツイド

研のマー

すでのいなは

ん住に

あらか昔が所究

代時

を導指の人るいで

れ

あはでいなも響影の

すでから明はのるいて

フとアリタイたげ上し ラ

１ の学方東

国中りまつ

もに界世の

考

言で語英

けわたっな

わ

ょしでいな

てれらえ

せ

，もで者学

とこるれ

で

はのつ保を

うこ。ん

研国

てさでのん

ど，は

び及究

合

，てしと然

れぞれそ

と

ういとトス

てっよに

とを

，しだた

しいなは

もと

く多はとこ

ことる

指つ１

まてしそ

うそ，

パッロ

面たっいう

し摘

フ

。す

のもないた

国諸

シリ

係関が統伝

スンラ

地現間い長

ロ・ャ

さ直い問で

地民植はに

申にめ初



）ター

，

けわる

情な純

りおて

思くし

う行を

りよ

雄時田

で

連関な

重てめ

問のか

東に

ども学

異りな

ま生

議のド

しにい

か底根

洋

書

進な的

はとこ

たっか

も物

てきて

対に統

けわた

の学洋東の年近るけお 向動 ィヴ

っ思とるあが要必るく

単，に時同，りなにの

いてっ思といき大が味

で形たし携連と学大の

動活究研の同共で生学

苦心をとこたっまどと

授教所究研学科文人 高

。す

つ幾るす面当にらさ，

極もていつに来将の学

接密とれそ，に心中を

パッローヨ，もどれけ

かは態実はで味意のそ

洋東，れつにくいてし

もとと展発的義主国帝

るす対に方りあの学洋

幸，もどれけすでけわ

ーイサのそ，にめたが

なけ受を撃打な刻深り

なうよのり狩女魔なう

義主国軍の中時戦の本

なうよるす判批を向傾

きてっやでいなしに気

伝の代古典古るけおに

統伝

。すまい思とかい

し長成てし脚立に

に米欧

をクーワトッネの究研

しろ下を根に活生常

つ

のるすに発活を究

もた

増が設施究研の

意もに

ッローヨてし

本日，え

おてし信確

と者学のパ

，がすでんた

。すまり

。たし

に起提題問

）手拍

トンメコ

トンメコらか

。たしま

ましい願おを

現と史歴の学洋東の米

の本日，がすでけわ

状

りおてっ思とたい

方東

と主，もてしま

。すま

きてし称と学

国中てし

属に境辺は

すでけわた

がのもの

，でけわるす

すまい

展発に東らか西

わる

のパッローヨ，と

ン

東たっいうそ，でけ

たっなに判批ムズリタ

っあで境辺の学洋東の

はで学国中はいるあ

た

わ言の生先ターィ

まあ

に景背を響反た

よたれ

ンエリオの学

日，てし

は実は々我

的ムズリタ

学国中び

をれそりまあ

とこた

パッローヨ，は

もう

なはでのいき大が

な

の学典古い深，がの

国中な的界世全，らが

，は流交のと者学の国

共に際実，くなはで

日

いうころしむ，は

研同

と者学の本日，

類種う

にうよるきで

そ，生学

さ話にかま

をとこるな

りあ聴静

いだたいてせ

まいざごうとが

ざごうとがりあもうど

田高の研文人，はで

い

授教

てしと主，は生先ター

だたいてしし話おて

欧

てし出提かつくい

たい

方東，はで所究

だたい

るわかかに域

し申と学

らか統伝の

方東を究研

すまい思

国中，ばえ言

いてし

そパッローヨ。

きて

言に的端。すまき

け

え言がとこういとた

エリオのドーイサ，が

ッローヨが国中，かす

東の本日，が分部る

パ

な少。すましたい

学洋

欧，

。すまい思

ヴとく

る

っいうそるけおに米

洋東の本日，でちたか

もどれけたしまりいま

洋東の本日，はのう

，

もを素要なうよい

及学

東はていおにパ

いてっ

ま

し慮考を在

いと学洋

で

けだ換交報

のそ。す

環

るあの義意

来将。す

まい

大，上以

供提が境

ご。す

会司

れそ

田高

課な要

いつに点題

ィヴ

るす有を

研の々我

を題

うよるな

学洋東たれ

地

展発が学

大拡んどん

に

い言とて

かい問のら

し

気ういと

わかかに論

ま

んろちも

にうよいな

が

て出３，２

めらかと出

よもてし比

いと。すで

ッローヨ



ッ

の本日

古の本

，方一

あ

，はとこ

東の本

のパ

位優

まざま

たれさ

たっ

去過

性

と

年近，

当，は

しまり

国中

すでい

るす究

うい

に言発

の勢情

の図構

学

考もと

で論討

。たしまれわ言も生先

日はい或，のものそ学

らがな然当，はで味意

ローヨ，だた。すでけ

日，はで分部ういとる

ル

。すまい思とるれら

，

るす識認を性自独の

統

で言提ごな要重変大

と

言発ていおに頭念を

す

さもに他，はのうい

変

やはもはれそ，ばれ

ば

。すまりあつつし化

す

なにうよるい用ばし

。

手逆を語用の

のういと

言ら自をとこ

てっ取に

全

。すまい思

たし出い

う

研を国中が人米欧く

す

なんろちもはでとこ

た

の後今，がろこと。

い

なき大にんへのこ。

今

でままのこ，をのう

ク

の生先ターィヴ方し

こなうよういと成形

今。たしでトンメコた の後

ーィヴと，だのるす在

の本日，がのもうい

タ

そ，てしまりあで

典古

っ持を統伝たっ

ういう

翼一の究研献

わるいて

ういとだの

いてっ担を

自各，が

え考もにうふ

方展発

イタス，統伝の

てし

に合場るえ考を向

学

伝なルカジロロィフ

性自独の本日るけおに

いなたもを性自独。す

在現，は勢情るぐ

。

と

ういと」学漢際

くき大

の葉言ういと

しが現表

とこたし指

で訳語国中

研国中的

そ。たしでば

らあく

なうふういと究

の前

とだのるいてれわ

の

，はのういと学国中

いとたっかなが問学に

けわたきてっ立り成て

っなくなれ語はてし

で

究研の

。すまりお

きて

とこ

とたかりあの制体

か

，つつれ入に野視を

ーワトッネな的際国，

ま詰の起提題問な要重

まい思といたがりあ

っ

。す

」アィテンロフ

く強りはや，がのうい

洋東の本日るすと心

存

きてっ作形を分部

と学

かはとパッロー

けわた

カジロロィフ

な異りな

体い近に常

文典古なル

先ターィ

もるす有を質

らかれ

すで摘指御の生

ヴ。

の学方東の本日の

す

と主，は生先ターィ

洋東の後今，もどれけ

い思とるあが点きべす

しでるなにとこいな

ま

洋東はいるあ学国

うょ

国中，にだいあ

めを学

はで

，はのういと

国

究研国中るよに人米欧 を

際国りまつ」学漢際国

大に常非が化変の勢情

に特，学国中の

き

中。たしまりあ

以紀世

うふういうそ

ものそ国

の身自国中

しと図構な

ふういと

にき抜を向動

で味意

てえ考は私にう

きで

在現，は々我，も

よ

ういとかうどかのる

と築構のスーベ，なう

。すまい思とかいなら

わかかに幹根の学方東

けだたいてめ深を論

る

とる

１ の学方東

中を学国中

と分部るい

ヨは学洋東

核中の学典

非，も学洋

，が学洋東

と

こ，が々我

ヴもれこ

な

でのう思と

すまい思

一

得し張主も

張主で面

。た

のいらぐ年

中，方

中の

，らがな然

」学漢

れこ

，にろこと

はで国

どれけ

てしとのも

でま

が化変

はのういと

，も

対に化変

ういうそ

るあ

ばねせ慮

たしまりあ

応

な

会司

議りよ



）森

夫正

究

上を績

うほの

を演講

集文

市都小

スの学

リを

を

な

をクー

関に化

りおて

さと

とこな

在ご，

事仕

用活に

はとこ

たしま

っ

第の録

管総

認確を

たしま

フ，も

歴とクーワドルーィフ 究研史

究

長学学大立県知愛 森

ういと」究研史歴とク

がすまれらおてっ

で題

非てっよに法

史洋東，

てしまれ

業な厚重に常

，部

研史清明の本日，

理地や学史歴の部養教

部村農タルデ江長りま

ういうこ，ういと

中の

論な派立

い就に事仕なうよたし

人法の学大立公う伴に

ワドルーィフばわい，

うよるわかかにクーワ

々方のーターテンメコ

ろいろいろしむ，での

録目献文に次のそ，メ

りなと象対のそらかれ

るす明説ごくか細めき

がク

。すまりおてっ思

した

的極積つか様多，

がん

。すまい思といた

たし

すまりあにここ，

てし

目献文，はれこ。

あで

どれけたしまきお

さ究研を造構

。すまり

共落村な的生

りおてれ

姿の体同

研史歴とクーワドル

に生先

学の学

ーワドルーィフ

で野

担を責重ういと長

会

手な的義主証実献文

さ唱提をとこういと論

文の学大屋古名らか年

ねすで鎮市のタルデ

学

，

つ，

』究研鎮市タルデ南江

ましたいい願おくしろ 。す

れさ及言も今は私。す

，かと化人法政行立

ま

づ基にれそと査調

れそ

フの学方東や究

究研く

表発の席の前

ドルーィ

らおてし事

，々方の者

最，も

。

すで々方るれ

るわ

ュジレはのもの初

た

そ，料資の連関査調

ていつにれぞれそ，だ

いたきだたい覧ごにり

ドルーィフ，ていお

と

ご，ていつに況状

ーワ

濱たしまれか退

い介紹

本ういと』仰

さ俊敦島

そに単簡く

まれさ出を

注に常非

介紹を容内の

事仕おきべす目

徭 の会社村農に心中を役

に間の民農，りぎかる 自

ーィフ

正森，てしまき続はで

は生先

。すましたい

夫

明

大立県知愛，在現，

の史度制地土の代時清

，に時同とるいてれ

分

方るれらおてし

社域地

。すで

，てしまれさ織組をフ

さを査調地実てい

南江

まれらおてし

てしまれ

ど，生先森，はで

。す

よぞう

いざごで森たいだたい

学大立国，下目は私

ま

題問たしうこ，か

独の

りまあ，てしま

態実の

場

。んせまり

研史国中

，とすましたい見拝を

に究研の線一第てべす

りおてっ思といたり

従

すまいざごが料材

すま

著たしまきだた

どれけ

ごが等図地の

かかに作

ま，でのん

。すまいざ

い話おで

折のでいつた

の日今，は

。すました

てっなに

に究研史国中

阪大，

ういとるいてき

江世

に月３のこを学大

ス

信間民と会社村農南

ごてしまき割をスーペ

ていおに点ういとクー

水のタルデ南江，は

も

分の料資献文の係

や利

よに析

会司

ドー

らげ

はで

森

い願お

れそ

出み生

つに

ッタ

森

るす

，でのすま

介紹ご

やを

りおてっや

と向動

皆の席

会，だた

おてっ

元手お

帰でん学を

，様

ルデ南江

い介紹ごき

に

柱のつ４

せましたい

タ

ご

うよるれさ

１第ずま

ペ１

近――仰信

近最く

島濱

ワドルーィ

にジー

関のこ，が

生先



。るあで

のから

し定固

，れさ証

らじ感

や仰信

て

さ，も

を生先

でけわ

，で

っよに

を説仮

実結

の代年

先木々

で地故

高

ま

き聞な

まれさ

５のち

の

。

るなに

れわ思

めと

りあ

冊２る

明たし

範広

存既

ほ，で

。すまり

，

利水るれら見

のられ

の

は民住の村農

るぐめを

きで続持は産

何ず必，

末ため求し探

ずはいな

とこういとか

の間民，

で中のクーワ

に第次を

を本のこてけ

検に際実

冊全のこ，が

たれか書

すまりあで積

島濱，が

のこがれそ，

後のそ。

，し定設を題

しと果成

資なた新や査

らかこそ

たれさ出ち打

訪採の料

，てしまけか

点ういと

れさ査調を団

の団和義

がすましたい

佐たしま

のこ，

うの群落村たれさと象

究研を程過革変の会社

細詳に常非のていつに

と然整に冊巨のつ２の

ととこくいてれさ表発

著共ごの人８めじは生

まいざごでつ１のそも

社民住移の西広がん

す

を史前の動運国天平

会

し示おにここ。たし

な

編本たし述叙を果結

す

で産所のクーワドル

で

なしを査調り取き聞

あ

ゆれそ，れさ存保に

い

，ぎ注を力全にとこ

え

顕に常非で等本日，

こ

し。たっかなきで

に著

り限いなしを方

，しか

度角なろいろ

生再，は

あが域領動

をれそらか

わに年長

いなはでのる

緻の献

ドルーィフるた

つび結と解読な密

すまいざごが冊１の巻

のク

続をク

集のでま階段年

他自

てしまれらおてけ

ー

問ていづ基に究研の

調り取き聞くづ基にク

し通見な確明の定一，

らか末の

を

民の村農

にめ初の代年

調行慣

集社結と仰信間

がな

及言干若で後，査

華

対の査調の該当，ら

村農と史活生の民農北

ケ４ちうのこ。すまり

にうよすまりおてし

村

後今が究研くづ基

こ，

がんせまきでは

に々次

』――史年十

先谷三，

とすまげ上

績業ういと

収の等文

さ明秀地菊，

，

太，きづ基に集

冊２

まいさな版出に年

こ

析分が冊１，ちうの

ーィフがそこ編料資の

えあ，は生先地菊，に

に々家の域地いし貧

て

るめ集に明克を料

切大

まりあでけわた

のそ，

。す

」アィテンロフ

特。たしでんせまきで

こす出見を織組や係

に

的同共，ち持を織

がと

予にうよのそ，

りあな

織組の同共，

い，し測

たしまりな

活の同共や

関に祀祭

をとこのこ。

大阪大

文の存既るす連

ーチ

第』要紀部学文学

で

ーワドルーィフのム

ーワドルーィフとっず

れこや献文た得し

。た

ィフを説仮のこ

のでま

，で点ういと

ワドルー

あで績業る

たまもかし

早，ち立先に

。すまり

はく

天，市京北，北河

代年

すまいざごが究

の市津

北華，は年近，たま

。

かが手をターデく

村農

のこ，し査調て

しにり

間

が績業ごのちた生

の年

様皆今，が果結

おて出

まりあでけわ

せ見おに

ごをてべす

にれこ。す

―む読を

とこるす介紹

体具けだ

五村農北華―

るよに

し申介紹ごを例

社民

碑・譜族のろこと

い

を果成の究研ごの会

，はきべす目注。すま

すでとこるあで編料資

査調地実たれわ行て

。

のこ，を間時のて

際の

ないてれら知は

の境辺

究研てい用を

資たっか

れらめ進を

１ の学方東

関体同共た

はとこるす

は生先島濱

組な的同共

にうよるれ

に中の祀祭

。すまりあ

・仰信たま

にここ

ま近最にら

るすと心中

組

用使来従

しましたい

く

たし決解て

，て立み

るあ

績業のこ

れさ価評

れそ

研ごのら生

，東山

を村ケ

づ基に査調

らか

調り取

先谷三たし

め改

。すま

るいてれら

の査

のそ

な

つ１まい

国中らか村

の

移の代時清

査調地実

数

が冊１の他

ざごで本

けかを年

で究研史歴

べすどんと

料資の量大



）森

に状

，てしま

。すまい

積つか

と漑灌

ドルー

至

ん

るす介

がクー

外内，

北華

対を」

いてれ

，が

，

行慣村

省

違うど

が界境

おてれ

中

んさ巍

歴とクーワドルーィフ 究研史

ざごが事仕おい深味興

きつに化緑・化漠砂・

現，てっぼのかさに去

の原高土黄たえま

。す

都，てしと象対を

ィフ

まれらおてし出を

と市

に常非がクーワド

。す

戦・中戦，てっ立

様多

ルーィフの群一た

に後

ていつにれそ。す

ワド

きではとこるす及

紹ご

，にと

せま

した立

わ行に会社国中

を」範

範規法るいてめ

知周。

てしと主，め含

か店書

農北華な大膨の

で版

りたわに回２，ら

存て

さ行刊が冊６計合

のな

の村，かのるす在

れら

と本日はれそ，か

ごで

田旗に特。たしま

よすまり

。たしまいざ

よに査

もれずい，にう

を状

壊破林森の国中る

う

過で上のそ，し握把

まりおてっさなをみ試

を査調態実，もんさ彦

の城安長の唐漢るあ

踏

ていつに連関のと

跡遺

，はてしまきお

解見の

まりあつつれ

ルーィフ

動の年近たしうこ

。す

りよに者究研の

先にき

のもな大多，

れさ施実

ここをてべ

まいざごが

士博郎太厳

言くし詳で

実現を係関

もの導指の

礼儀・的

り成し律規に

調てい

規の等教宗・的

いつ

たしまれわ行が査

し示

波岩，後戦，はて

ば

のさき大のこすまし

した果が体同共落村，

どは方りあの体同共る

げ投に界学史国中の

う

なつを学史後戦と

けか

のもぐ

化

，場

，で村

南江

績業

て

フノ

とも

，方

んさ

し

録目献文とメュジレ

完

，はんさ信田上，

あに

・態生の在現の

調地実

から明を程過

現の境環

家門専の代

いとるすに

黄，きづ

達尾妹るあで

，し究

に端南の原高土

，に

化漠砂と果結のそ

さ

に究研史国中の日今

ま生が品作たれ優，れ

実，とすまみてっ返り

会社・学類人会社・

は

影のへ究研史国中

等学

まいざごで柱の

もに響

てしまきつに容内

。す

す，は

広末，てしまけかに年

社るけおに国中ち即，

なまざまさてせわ

会

村カ２の省東山，

義徳

査調のこ。すま

つに落

てしと』査調

に容内の

中の査調の

おにここ，

のるす在

えとた，らか

問のど

けおに国中，か

こ，

国がわの後戦が題

孝

査調行慣村農北華の

の士博通

たれら知くよに常非う

，はれこ。す

県江呉の岸東湖

，に年

るす営経のん

弓弦開の

さ倒圧にク

工糸製作合

を営経の

窮貧に常非れ

そ，た

姉おにめたう救

行て

一う伝手を場工の

し

を査調り取き聞たっ

リマ者学類人会社，て

しと文論士博で下の導

北華

ばえとた

，他のそ

方一

な的史歴る

南華と

係関の

基にクーワ

唐，

活に的極

うよのこ

研を

学会社法の

振，だた

用

２第，がの

のそ，りあ

，もれこ

と象

行慣的法る

らか年

査調

落村カ４の

あ，し

まり

行慣村農国

りあで

のう

存てした果

こ。す

たま

は事仕おの

な，か

費，

タルデ

まいざごが

いと

の本日

さ姉おのそ

太，

し興が

民農の村た

ルシ

たいに

し対に民農

しま

指のーキス

まし



を

農は度

で点地

常非に

れま

と心中

介紹に

表発

統の個

員成の

しまれ

ま

を域地

究研

仕のこ

四，は

場市

示明は

ーィフ

れわ行

者

お

まさは

も究研

く多も

。ん

たれさ

ちた私

が話

あがの

と。た

い，ら

す

社の代時

的心中

一まい

，で点時

究研史済経会

め改を査

査調のてつか

文論

今，し施実て

まさも

」題問大鎮城小

ういと

本日で形なまざ

研史清

を中華の中時戦

方え考

読くよはに者究

取を」

さ来将に本日が

く巻り

理心，的会社，

」落村

たしうこはーナ

一に的

層三にもとと」

体同共

理のこのーナキ

すなを

まりあでのもた

系体論

の本日の後のそ

。たし

，らか期時い早

史清明

行に期時るた当

に中戦

に的在潜を響影

たれわ

提題問たえまふ

いるあ

にれそとクーワ

らか起

研のこ，だた。

くづ基

つに事仕のムー

実は究

契な朴素も最た

のてい

全らか陸大国中

，は機

あはで縁無とと

離隔く

あで象対究研，

せまり

おてっ持を心関

がなり

がみやはに求要

しまり

まりおてれらけ

もいた

史代時清明の後

。たし

おに本日の後戦

の究研

政放開ちわな

清明るけ

と家門専な

の期初の策

すた果に

調会社にもと

一るす

，し目注に割役

りお

ていつに績業の連

。すま

』造構の会社村農国中

国中の本日だん学で学

ナキス者学類人会社

明

るあで地心中引

のー

てじ通を等知認

町場市

いてし成形を

的済経，

キス。る

，」場市間中

と，るいてし

場市心中

調村農たれ

ス。すまし

常非，に

しにともを査

究研

。

を響影なき大に

る

りなか後戦は実，は

に後直戦敗び及，究研

まざまさのどな組枠的

調なた新の通孝費の

な

チのち

。すまい思

を査

情事

ドルーィフのムー

た

たしまし発出で中の

チのちた私たしうこ。

っ行を業作ためとまに

が者究研国中の本日，

きてけ続を究研でま

，

々方の代世たれま

こた

常非てし対に会

べ比と

し接に会社と

な烈強に

地実ので国

ういといた

先的化文

づ置位が査調

戦てしと帯地進

」アィテンロフ

てしまりあでのもたれ

すまりおてえ与を響

，

，が

。

り帰に

す，頭初の代年

あで

まざまさ，てしま

た

通流・産生の鎮市る

とめじはを文論のこ。

しこ起き巻を響反なき

直武福たれさ行刊に

て

もま後戦，も析分

の氏

アてっなに代年

大くな

ばれよに氏信

のカリメ

取，はちた

取の村農，

を覚自の

互相や係関引

づ名と

域地体同共つも

国中旧

の部上のそ，け

で地

成構を造構会社の

， ―

し記もにメュ

わ行に年

ぼ及に者究

うよたしま

た私，に

すまりおてし

ーワド

史国中の本日ち

基に

す連関にれことク

つ

論理のーナキスくづ

，れさ開展

とこういとた

頭初代年

だたい介紹

とるえ言が

ここてし

た私たしまき

成らか

たきてべ述でま

りあ

しまりおてっ立り

。すま

』究研鎮市タルデ南江

ら

ま

たれま生にでま代年

はいるあ，で

，はちた

ぎ過代

たいてれ

生に降以代年

を地の

社と土風の国中

心た

土風のそ，でん踏

デ

中，に上線長延の情

的済経がのものそタル

１ の学方東

影なき大に

さ版出・成

県江呉るあ

通孝費のそ

しましたい

町の中の村

す

後直戦敗

大，りあが

。たし

の査調る

民農るあで

義波斯。た

てしと体一

が」体同共

」場市基原

ジレ，は事

盆都成省川

た

うよのこ

研学理地や

的

クーワドル

ルーィフ

最

きでん学を

つけ受に

まざ

と柱の２第

ごに初

た私

で柱の３第

機契な

がち

でまま

か代年

離隔ばわ

私，ちわな

代

さ

しうこ，り

そ，くかに

南江，はつ
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。すまり

地のこ

とこる

示

共際国

らわか

裏らか

を査

わ終に

てしま

なさ

たっだ

るすと

秋のそ

始

ル

学史歴

に別個

者究研

もど

わたっ

ーワド

のタ

マーテ

に人３

こうい

，

興に常

たっだ

。すまり

，が

けわた

。す

で象対

歴

歴とクーワドルーィフ 究研史

いてし持保を性進先の

もに的質もに的量，が

あがし通見ういとかい

究研同共のと学理地と

かもに介紹ごの者会司

の学大京南と学大屋古

は由理，が局当政行省

りよに可許不の局当省

果結ういとるけ続てっ

調で話世おの学大旦復

，りなに能可不が航渡

手い担をムーチ同共際

のもな備不に常非もで

の学理地と学史歴，て

，にともを果結の査調

，はにムーチのちた私

デ南江，らか面側のつ

ルーィフの同共たけか

わ終にままいなきで現

れけたっかなし現実は

とたっかなくな少がの

者学史歴。たしまきお

ブサ，もりよマーテン

あでのたいて出もつく

ずはるす究研てしとマ

非るたわに後前命革の

査調，を史通の鎮市た

まいざごで例のつ１の

っかなきで現実は究研

験経や見発の実事いし

おなもていおに国中の

たえ支を続持の性進

そ

のなクーワトッネ

のも

で方他，クーワ

なはで

しましか動を

学史歴は

まし申てし即にマ

。た

よたしまし記に

，とす

まりあで敗失

名，にう

でのもくづ

蘇江。たし

。すまりあ

蘇江りはやはで階段年

わに余月ケ一を査調観

上，て得を解了の々

た

，て

の海

そ。

の中暇休期夏の年

ド

国，で味意なうよの

点ういとう行をクーワ

つに鎮の数少くごはい

うそ，い行を査調に

い

とた。たしまりな

たし

計合のこ，がた

，ばえ

味意つ持のク

６が名６

ういとるす

を間時，を

はろこと

実は標目心中

し面直

画計たしうそ，

ジー

もた得で中のそ，

記

てし記にうほの下の

イメのれぞれそたし載

に的然偶がーュビタン

ンイメをとこういと

い

るた当

ーテ

，てし

ていつに」行米

うよ

っあでマーテブサ

て

そ，はとこたっなに

査調のりおど画計，は

なまざまさの有固う伴

に時同，りあで域地

新

江たしうこ

。すま

日今

し展発け

先のタルデ南

一，を

の鎮市と鎮市た

とい

ドルーィフはで方

日

ちた私，が求要うい

ーテのムウジポンシの

ほの下のジーペ３のメ

実，は業事のこのて

う

理ういとたしに可

は質

まきつに査調地

基に由

外の形の別，

，もてし

，

。たしま

景のらか面

方の者究研の学大京南

まりよに件事門安天，

まい行てし縮短に幅

し

フとりくっじ，も

たし

，てしと

。すま

ルーィ

題課の

るあ，鎮のつ１

流交

的中集ていづ基に

地

に能可不はとこるす

しまりお人３が者学理

ワトッネの鎮市や程過

ら明にともを論討の

ー

ーワドルーィ

。す

にか

なまざまさ

い白面のク

れそ。す

に象事なか豊

とすま

ペ４はていつに

わか

に書画計の初当，

機

イい深味興に常非る

能機括統な的政行や能

屋問米，てじ通をり取

をれこ，し手入をタ

に

いつに鎮角家朱の

に軸

チのちた私，て

く書て

ルーィフ，が

しとムー

象対究研な

にクーワド

域

，に後最

れらげ挙が

付

し通見のこ

わりとで

，ず

本，だた

た見てけ

まい

しと究研同

ュジレ

した果

実，たま

許不ま

いましてっ

ず得

期に

がたしまめ

はに年

けわ

で点ういと

大を間

れそが

果結のそ

りあで

３が者

を果成究研

れぞ

現とク

成形の鎮市

，人

，だた

まりあでけ

で場

りあでと

てしと果結

フ

にうほの

い言ていつ

ま

聞，が私

政行の鎮市

か

海上るあ

ーデい深味

き

すまりあで

っがたし

市



う

まい思

たし話

発らか

え与

域領な

こうい

役に

っ持を

どれけ

ィフと

ら

で

こるす

おに方

持りき

てしと

りあ

を

と学類

てっ持

ノリマ

ー

に頭念

，後今。

フ，

研

大はに

クーワ

，はク

境環

す面直

。すま

者究

，をとこうい

白明も

・

，ていつにの

中の敗失

だたいてせら

おでま今

究研史歴がク

といたき

にうよのどて

よのどに

方東，てじ通

とか効有

こだた。んせ

た新の学

，てしまり取

，はでこ

しまみてしを

究研史歴

まきではとこすく

。た

実・性実現来本が

んせ

を性践実・性実現

性践

の来本のれぞれそ

っは

過

。すまりあでと

りあ

る

証検を程道のらか去

ー

とこるす索模を法方

費

者立確の論法方のク

の通孝

。すまいざごが関連な

を心関い強に常非に題

人会社，ちわなす。す

とこるあできべすと的

すまりあでのるいてっ

を点のこ，に時るえ考

ワドルーィフ，てっと

ドルーィフと究研史歴

こそばらなるとを勢姿

人本日のてしと人国外

いざごで題問ういとか

がーカーワドルーィフ

の国中かと史代現近の

りわかかのと本日つか

るす与付を望展や性能

いと題課む孕のクー

と

しまれ触に単簡，

もう

ーィフ，は題課

わ終て

究研史歴がク

ーワドル

取と題課た

しと段手の

あでとこ

をとこむ組り

，てく

まれしもかたっ

かの

に手逆をれそし少

ま

理整らか角視ういと

尽を点論のてべすたし

ものそ究研史歴，は１

ともも体自クーワド

の

ーワドルーィフも

とも

かいなはでのる

，もク

決解を題課る

こういと

の実現てし

にめたるす

実，も合

す決解を題課

のそ，

ワドルーィフは

の実現

すまりあで子弟

現の

密緊と決解の題課

め

課るいてし面直に実

まりおてし価評く高て

を決解の題課の実現は

身自ーキスフノリマ

目

にりわかかのクー

言が

歴。すまい思と

ていつ

をれそ，らか

に究研史

た私，しも

。るす入導

。すまじ

たしうそがち

及，究研史国中の人本

何体一はとクーワド

び

象対を国中や究研

のな

まりあでとこう

るすと

時同が事，は

国中。す

，し属に代

」アィテンロフ

いし新なまざまさてっ

フと究研史歴

。たし

可

ならわかか

ワドルーィ

柱の４第

め含もとこい

が所究研

。すまりあで

いるあ

たれらえ与に私

理と

ーワドルーィフは

き

しうこ。すまれさ解

ういといたしにけかっ

はでのるえ答らか面正

かかにうよのどはク

な

メュジレ，もてい

るわ

いたげ上し申番

し記に

りあできべる

第のとこ

でとこるあ

ルーィフ，

に常非は

究研史歴。す

点原の

あが点たし通共

たま

す面直に実現，は

，

即に程道のらか去過

場のクーワドルーィフ

ーキスフノリマ者学類

とすま見を文序たし

が

村農国中が通孝費，

，

とこういとたせさ

会社

自向方のクーワ

わきを

の法方のクー

際実が体

と究研史歴

るた者始創

なけいば

ワドルーィフ

クッイ

かいなはでのい

なう

つ立に役で味意な

が

。るけづ係関で味意

感とかいなはでのるあ

のてしと者究研史国外

ィフの国中のてしと

日

の本日，ばれす言

ルー

てした果はと題

史国中

，はに合場の

いとか何

で味意るあ

１ の学方東

ましたい見

とに究研史

す

接直にとこ

，に後最

つ立

学科文人

がれこ。

切を

たっあでと

，かの

ルー

に題課たれ

く開り

私，も

つにれこ

ーワド

もたっ

あでのもた

一が

研史歴

実，はてい

での

一。すま

，りあでと

究

人たれら知

方

著

はーキスフ

ませ寄に

ィ

ドルーィフ

実結に作

置

，がちた私

ワドルー

と

テマグラプ

れけなか

第

穴し落なき

よのそを

国外るよに

，は２

課的実現る

換，はれこ

どな史態生



）森

中

現もに

に題課

特，史

も決

ちた私

，がす

係関

いおに

っよに

よるあ

ま

ド

始開も

も性能

ーワド

クー

いと』

片の学

ーワ

ルーィ

，は業

方地る

の

た

有のそ

鵬大劉

の介紹

そも

そも法

歩で足

きだ

う

に

財ので

・聞新

ドルー

た当

歴とクーワドルーィフ 究研史

代近前の国中，もどれ

的実現が何体一てっと

こそてし決，は私，し

日の代現近，ばえとた

で題課的実現いなれ通

。んせまりあはでのも

解や識認の題問い深奥

題問の質特な的国中

。

ーワドルーィフは実

が

文の常通。すまりお

ク

ィフのてしと論法

。

献

か豊はにこそ，た

ルー

ので面のこ，がす

可な

ィフのてしと法方

力努

大たしまいさなに

ルー

と識知の者究研系

大阪

ルーィフるゆわい

験経

界学史歴・者究研

ワド

しうこ。すまりお

よに

なもれぎま，もど

作た

さ伸明田黒たしま

フく

読の村橋赤省西山

ごん

どなれこ，がすで

人書

せさ摘指を格性的

，は

どれけいなはでク

いて

いとくいてし究研

，も

同共るす関に」録

方う

つ持の体自法方用

究研

中代現，たっさな

ィフ

現らか代明，てじ

の国

，は事仕おういと

ま代

まりあでけわいす

れそ

るあで人国外，

け。す

けいはてくな

にちた私

え考にうふ

かし。いな

に者究研

。すまりおて

し決は

てけ避のてっと

りあ

るまどとにれそて

課

で様多るわかかに方

かうょしでいなはで題

れぐすつ持の会社国中

すでのるいてれわ言

て

となかいなはでの

，が

で例一のそもど

てっ思

れさ立確てい

すまりあ

まえ考とる

方るあつつ

容もてっ

まてしそ。す

歴，と

でのいなはで易

国中

の学科接隣の学史

ド

共を査調ので村農の

科文――く歩をクーワ

の料資献

。すまりおて

。すま

，てし際に掘発

実，

史歴の国中，下目

ら

てれわ行に的極積に

れけんせまりおはてれ

げ挙にメュジレ。すま

たき生をでまば半紀世

もたし掘発が者究研の

ワドルーィフつ持の

の

ルーィフのてしと

クー

な範広を料資献

ーワド

近最の生先進

らか度角

の

まりおてっ思と

球琉使

資献文，はのう思

。す

茂井岩の所究研

活の料

そ，し析分・

が生先樹

特の上造構

通を業作の

実現が何

す出き導を質

前以史

や見がか題課的

うい

はに合場の史歴の

な

え考てめ改，はとこ

ういといなはでけわい

本日ちた私は題課的治

的実現のてっとに者

の

や化文の本日るす

題課

要緊のてっとに

の会社

対の究研史歴

的実現な

国中。すま

のてしと象

にから明

と国の献文は

んとほ

るあが面側るな

史歴

な仰信間民な稀ど

的

おに学科接隣，は学

あが性要必るす取摂に

と取摂りよとも。すま

歴，ちわなす。すま

言

島濱，はていつに

学史

編一健藤須，

と生先

論試のつ１で

ルーィフ

基の学史歴

れさ出提を

いき大に

文のてしと盤

理整・

れらげ挙がとこ

ーィ

はのういと版出・

所

け付名とクーワドル

りおてえ考とるあで産

，は』

記な重貴

らかば半紀世

思とる

学大西山，で録

整の料資献文

。すまい

わい。すま

体自法方理

援もを査

査調地実るゆ

かいな

文，らがなし用

っも

馬夫。すまえ考と

ど

かいなはでのるいて

といたし意注もてしう

科文人。すまりあで格

く広を料資政財行・

学

貫てえ超を代時の

猟渉

宋に

，てっあで

るす通

的実

とかのるな

代時元

国中

政るぐめを

が題課

，た

面直々日が

究研史

思にう

，に３第

ちた私

記のて

てめじはて

れわ

本，をク

，に４第

が録

おてれさ

い思とるあ

格

生先剛山

係関のとク

り

，に５第

中の物書う

が

掘発の料資

常非が割役

のクーワド

フ体自れそ

たしのもの

記日斎想退

た

，に６第

あで例な力

の

調的際国く

い思とい

第

を質性たし

はでつ一

誌雑

性的クーワ

，に７

ムテスシ政

告広・



が

しと法

ほ先，

ごが題

究

与に私

かと国

，くな

）

いてっ

点うい

そ，

第

たし施実

引索」タ

。巻

機

後朝清―

。

確は体同

ッラフ

・管総＝

てしと

た

暴租抗の

あでのも

ト

し曝に

像神の類

違相に

，

課なろいろい，めじは

はとこいたげ上し申て

方はいるあ，のてしと

交国の中日，は生先次

，に期時のそ

言発ごのこ。

中たき生

がすまりあで

日本，は

かと実現たき

研史歴，

な的内が者両

とるわか

まきだたいて

もを関連

。す 手拍

。 年

』

）

』要紀部学文学大阪大

』書告 ルデ南江部一第

）

タルデ南江に半前代年

な的生自に間の民農

で

こす出見を織組

共落村

文るす関

いなきでがと

を性

―宋南び及究研献

契のつ一るめしせ立成

）王劉はいるあ将猛劉

祀祭のそ。るい

王李・

廟位下＝廟

は圏仰信・

府州蘇

む含を圏祀祭の

た

帯一市張部東県文昭

わ惑を民，し下を宣託

王李・将猛・神周・

せ

種四』

隍 堂頭路の廟 ）んもいだ

割役のクーワドルーィ

にび結。たしまりい

を

とクーワドルーィ

え代

，折たっあで生

問学の

たっかな

虔田島故

発と」いな

の半前代年

中の脈文

たしまれさ言

ワドル

のもたれわ行で

るい

生，が者両のクー

思

でん進にらさ，とこ

んせま

。すまりおてっ

せらわ終でれこ。

』仰信間民と会社村

村農タルデ南

版出文研

南・中

書告報査調地実

報査調地実村農タルデ

。学大阪大。冊別巻

，

年

― と究研献文の紀世

おに配分・保確の源資

体同共たし定固

，てい

ルデ南江

はいるあ係関

文

に動暴の民農作小タ

究研献

査調地実た

）※

民住村農，域領

）※※

管総――

同共的会社の

将猛・）管総金

成が域領の仰信・祀祭

廟位上＝廟心中

てし立

光道・７

地土るす対に

年

は〕

旧，夏）

っ誤てい憑り取が物魔

るす座鎮に廟小の々

連に城県をられ

理管総

たせわ惑

城県文昭，行

。たし示を」咎

」アィテンロフ

述叙の史域地

。すまり

大が間時，

フるけおに

にうよた

まてぎ過に幅

りあで

フと究研史歴，

ーワ

院学大が私。すま

な

しもれらえ考どなク

得りあは究研国中にし

っな異くたっまはと題

フと究研史国中のて

た

を性通共い強に常

ーィ

はでのもるす唆

てっ持

申，ぎ過に幅

とかいな

いざご訳し

俊 南江世近――仰信管総

正橋高・剛山片・俊

農

。学大阪大

・中華

山横・剛山片・俊

）年

子政 華

』要紀部学文学大阪大 第

容内の

――期中明にくと，代

結をと査調地実

期中清

。合

けおにタルデ南江紀世

利水＝いなきで認

水る

にくと，期後

るぐめを

紀世

，期

の代年

―紀世３・

デ南江に半前代

の紀世

の民住村

し施実でタル

の

の仰信・祀祭の同共

祀祭同共

⇒ 神土の有固タルデ南江

仰信管総

⇒ 同共るすと核中を鎮市

たっ

，くなはでのもな

祖光鄭

※

。

記の動

巻』述雑録斑一

事

，てしと」いな

事知府

こ，めしせ縛捕を

村

※※

を衆てっもで籤神

１ の学方東

ざ

，もに他

おて見とる

て

しまれ触ど

がすまい

か

ドルーィフ

性接近の

の

課たれらえ

とこるわ

る

非ていおに

しと環一

大が間時

示をとこ

］録目献文

敦島濱

敦島濱

敦島濱

島濱

◆

時清明

朝清◆

―

年

⇒農



）森

地廟

るす関に

集辺周び

店書方東

学科度年

」界

。院

。

。院

雲――ト

著賢田山

）年

版

本橋，ち

）

学大塾義

。

地史歴国

史歴国中

の帯地土

』究研史

歴とクーワドルーィフ 究研史

城のらかちた人商 隍

敬表に廟位上の

及会廟

か民住の輩

）とこるす

の廟地土のら

の』志

。どな査調り取

研的合総る

。どな見発

』究 成平

―集料資査調会社村農 』―

』 。会版出学大京東

巻１第』――録記

）年

２第』――録記

書古汲

巻

』

書古汲

。社版出学科会社国中

問訪県陽雲省川四

）

）

」――記

リエ域地と会社民住移

章６第』像域地の国

ー

古汲。』題問本

応慶。

。院書 年

』報

）年

・ 。

』

の）年

。社路行 。収所に）年

。店書波岩

。所究研化

）

）

）年

安長漢と境然自

）

）年

城 出誠勉

』原平中関与安長唐漢

）年

』原平土黄与安長唐漢

』究

中

― 」年

ムウュジポンシ同

代唐

に鎮塘練章県浦

黄国中

像神の廟

老の鎮るけお

。

定特，れさ出ぎ担が

おに村南婁鎮塘婁県定

）群落聚つもを

年るけ

るあで録

き聞るす関に

編今偉鍾 俗風州湖

。院書古汲

の設施市都辺水る

）年

す関に達発

々神

）書告報果成究研

』 。店書方東

同共中日――化文

）年

宗の方地北

北華・究研

・落

――容変のそと族

査調村農北華――家国

農北華――家国・落

の

農北華紀世十

の査調村

究研済経会社村

編文本 』 。社響風 年

編料資 』 。社響風

るす関に合結郷同・

年

研史会社域地

――書覚

屋古名

章２第』――究

。会版出学大 ）年

」像民 編史英本山 中統伝

編等夫正森

』究研

基の史代時清明

。社版出学大徽安

」 ）上 ）下

流底の国

月所究研国中

カジ

化代近の中のみ痛

み試のーリトスヒ・ル 』

。店書波岩

究研化文洋東学大

）年

。所

所究研化文洋東学大

年

。

』境環の劇方

年

東学大

文洋東学大京東

。所究研化文洋

』学遊

年

代唐

の原高土黄】集特

」食面的安長 編主海念史

学大範師西陜。刊増月 。

」遷変境環態生

。学大

編主海念史

都の帯地

）刊増月４年

年

研の史境環態生と城

）

」験経的史歴の年 共中日

月９年

の落

青市海上日

」集朝

どな査調り取き聞

位下

月９年 嘉市海上日

係関と廟地土該当

訪採の承伝間民の代現 記

研史会社鎮市南江清明 』究

に鎮市南江，国中世近

基・金助補費究研

けお

究研盤

編衛木々佐

編衛

・村・家の国中

衆民と会社の国中代近

堡劉

）年

東国中――）村の氏劉

編 ・族家と革変村農国中

編

）年

村

・族家と革変村農国中

・民恩李，著生

）年

村

訳生麗刑

明

二

天平太と会社民移西広

明

国

天平太と会社民移西広 国

族同るけおに国中統伝 合結

代清――序秩の民住移

――跡軌の氏卜陽

川四

子

。編附」

けおに県寧休州徽代清

。会版出

る

子知

）年

」究研州徽と書文州徽

会社域区州徽来以清明 済経

つに力磁るす用作に村

訳編子葉尾深・満

てい

中代現

エ――史国中の緑と森

明

ロコ

と力苦の国中代近 豬

成

』花

』究研劇演祀祭国中

成

京東

』劇演と族宗の国中

成

京東

――究研祀祭村郷国中

成

地

』究研劇演系巫国中

彦

京東

」学史歴の境環

年

アジア

彦

）

遷変施設漑灌原平中関

』叢論理地

与

】刊季 年

彦 原平中関与城安長代唐

』叢論理

的

彦

範師西陜。】刊季

究研同共中日

史代唐。号３

土黄国中

。会究研

彦 漑灌と市都 野平中関

佐

・遙路

遵地寺

守勝川

莉聶

木々

菊

雅山内

孝谷三

孝谷三

谷渋

賢田山

秀池菊

秀池

信田上

行力唐

佐井臼

裕

田

一仲田

弘児可

信田上

尾妹

一仲田

一仲田

一仲

達尾妹

達尾妹

達尾妹

達

達尾妹



史境環態

のへ係関

』論評史

。年

巻２第集

書本が

。版出文

査調態

て

印的国異

しと標指

英

す化欧

れそ，が

たっ行

実

な大巨の

十もてし

る

っもを

るあで要

の活生

］

なばねめ

て

と城都の帯地土黄国中

刷

生

―

意善的観主

冊３第。年

界限のそと

共落村――取採の草

歴

」―

）

的体同

文論悼追士博陞田井仁

。社版出 。年

。部版出学

。年

）年

生園田るけおに域流江

録記の村る

実の活

― 』

たっあで

研

学にび

ーキスフノリマ

書

のつ一の上展発の説

けおに地土ぬら知見は

衆民のら自が民市一

る

の難至は学類人

いつに

し対に

」。

るあでのも

た

西又，ずらなみのて

に題問なき大とっず，

ちた徒学き若た得し

対

にめたるめしら

そ，は

のるいてい

の国中，は

最は国

必がのる知をか

も

統伝るた々綿い長も

らか解了のかるあでの

盤基費究研学科省部

始

究研

年

６第―１第』査調行

）

巻

」で

１第

』究研学史歴 ）

』想思 年

研国中――績実

）号月

附行慣の』

るけおに究

柴，い拾穂落，

― 。

」格

）年

。４』化文洋東

心中を争論能戒・野

年

。房書草勁

―てしに

。店書波

）年

。店書波岩

）年

。社報新済経洋

）年

）年

。港香。》遷変会社与 学大津牛

中。京北。》展発村郷

』究

。局書華

。房書洋晃

―録記の革変村農

）年

』― 大西関

支

訳

子揚――活生民農の

――画密細の村農国中

指の通孝費で者学類

あ

学類人，は』活

授教導

敢は私を

並究研村農的

」。るす言予てえ

いなはでのもたれか

本

ら自んろちも

はれそ。

るあ値

るす関に衆民の

るあでのもるなと績業

在現の国中にだた，は

レジの国母な大

劇悲の

〕者学会

れま含にマン

は

練訓が彼び及授教呉

ちた人の他をれそ又，

現にかいが心の人

知に

あでのたし

働に中の実

解理

ういと国中。たっ

なかいが国中の日今は る

」アィテンロフ

史歴の境環態生と市都

要告報」究研の

文。』

。録旨

編会査調行刊村

）店書波岩

刊村農国中

雄 読を査調行刊村農国中

吉

ん

法方の究研域地アジア 」

企の査調行慣村農国中 と画

。 ）年

るけおに村農北華

」――討検再

子葉開

』誌雑学史

史歴の革改地土の国中 性的

―法方の究研落村国中 平―

法と命革のアジア代現 』

論理体同共と落村国中 』

陞

岩

』史制法国中

次

。書全波岩

』制態会社の済経国中 東

，）智宗黄

］版字体繁 済経農小的北華

，）智宗黄

］版 与庭家農小洲角三江長

造構済経会社村農国中 研の

済経と史歴の村農国中 ――

，）通孝費

夫安谷塩・雄泰波仙］

』――

訳共

。社活生

小］む含を補増。

）年

かほ治晋島

ドンロ，載所］１

）年

寄に著原文

人の学大ン

の士博通

りよ文序たせ

書著

らえ数て

生民農の国中

を象

とこうろあでるれ

書てっよに者外局る探

。るいでん含を察観

究研村農たまは

）略中

国愛の国中

価も最の者

死か

士博費のてしと者

巨の彼ういとかるす滅

孝

」。るあで感敏に分

学大京燕るあで師の通

す解理を明文の国

社の

生，み読を書

にめたる

，をとこ

国中るいてき

るい

識認もりよ何ず先

の史歴国中，そこに故

１ の学方東

野

直方幼

敏島古

農国中

田旗

巍田旗

巍田旗

清間

祐松村

田井仁

巍田旗

巍

文中

浩田石

浩田石

文中

１訳

２訳

訳

孝費

き若

費



）森

』誌

。会版出

。会

―

。院書際国

版出文

・

）

」考

」部

京東。」

ジア。』

東

。４―

。３―

年 ）

年

学史

」――合

）

近接のら

地――点

。

スミノコ

歴とクーワドルーィフ 究研史

巻９第』集作著

―てしと心中

学大京東

」―

』究研史済経

雑学史

の設建”

版出学大京東

録記 』 研

――究研同共」鎮城小 』

』造構 。社化文律法

造構会社・場市

年

・部 部

同共場市県青隷直代清

編清間

雑体

史

開展の命革村農国中

２』史代現近国

』究研

ていおに

動運団和義・

」―― 』理地文人

」ていつに）

』―

）

』理地文人

。会版出学大屋古名

掲前』――近接のらか 。

学史』集論究 。

家朱県浦青市海上

）年

。院

場の鎮角

研部学文学大屋古

）年

ムウジポン

』集論究

史』集論

視の会社域地

学 。

』

）年

。２―

と学史歴――究研

）年

のらか学理地

か学理地

』――近接

。堂

エ

，ちの）年

デ南江にくと―

直武福

山小，ちの

を帯地タル

明正

』

会社清明

。会版出学大京東 ）年

化業工の村農南江

発的発内と化代

鎮城小

中日――論展

訳雄 会社・場市の村農国中

けおに会社村農国中著

。」介紹と

る

性のそと

）

弘瀬百）年

」格

島古，ち

野・夫英本山

雄和

田・豊沢

会社代近国中

編俊正中

』

中座講

。社化文律法

達発市都に特――

）年

の代時国民

連関のと史

市的統伝

』 。会版出学大屋古名

。社版出学

年

か学理地と学史歴

）年

―究研鎮市

―近接のら

行紀

学理地と学史歴―

」

委

研部学文学大屋古名

識意活生の民住と会員

社と法の代時清明

――

地宅るけ

書古汲。』会

」ていつに有所

――点視の会社域地

名

」告

シ史国中

究研部学文学大屋古名

」間空活生の主地

編夫正森」

誌雑学史

鎮市タルデ南江

――究研鎮市タル

）年

』

と学史歴

。２―

』究研史

）年

。２―

」。いなら

）年

』造構の会社村農国中 雅大

明

。収所に）年

有所地土大の初清末明 ―

・ 。１― ・

俊

。収所に）年

）年

研の会社村農南江代明

木並・秋浩里大・著

究

訳寿頼

編華通朱・昭

）年

近の域地村農

）年

・夫哲村中・一清井今

信

良田原

ーナキスムアリイウ・

』報学洋東 ・２―

』究研史洋

評批

。３―

雄

年

所地土るけおに国中旧

。所究研済経ア

有

。版出

の）年

夫

。収所に）年

」場市村農の北華末清

。会版出学大

野

夫

）年

序究研史会社国中代近 説

諸るけおに究研市期定 題問

）年

・明るけおに部東中華 ・清

）年

究研の市期定 造構と能機

』微探鎮市南江清明

編

大旦復

―究研鎮市タルデ南江 ―

」史略鎮角色朱 タルデ南江

鎮城小タルデ南江夏年

るけおに鎮の国中代現 民居

念記稀古授教徳博田和

・ おに村農原平海上

）年

おに究研史代近前国中

ーダーリと会社域

るけ

一

報調基』

郷一るけおに南江末清

一

居

いつに董鎮の南江末清

』――

て

信

。会版出学大屋古名

評書 編夫正森

』ト

デ南江

月１年

書上仝評書

）号日

・評批雄

学史済経会社

書上仝介紹

島濱

正山小

直武福

洋東

重野宇

通孝費

敦

和島古

義波斯

］訳

原石

哲村中

哲村中

文研

潤原石

潤原石

潤

志樹樊

森

夫正森

夫正森

夫正森

田稲

夫正森

夫正森

夫正

浩田石

義波斯

清田稲

清

泰島小



」

基に査調

論公央中

―史洋東

藤須

てし即

紀学大南

記年周

」

―

）叢論

文と会社

。

郎一南

・

こるお

話お。

の際実

いとか

学哲

』者海航 〕著名の界世

ので島諸ド

。

―

』験経

の年

。院書野峨嵯 ）年

・学史歴５・例事の人 説概

・学史歴５・例事の人

文学大屋古名――

）書

。科

設創部学

）年

」――てっぐめを』廠

編学文』要紀

甲

。

の県海上―

）年

―に心中

に》料資土郷

」― 』誌雑学史

」 編子和野小

。２―

の初清末明

。社版出

。

）年

）年

』究研

）年

てけむに

）４―

」

，月

営経済経

教所究研学科文人

）月

授 小

，ていつに係関のとク

たしまきだたいてしも

てしたいを究研の面方

学文すましたい係関が

いなはでんう違が格性

訳郎義田

アニギ

洋遠の洋平太西

ンアリブロトにくと，

誌族民

文――く

）書掲後藤須

の

と識知の者究研系科

まい

の

者究研系科文――

まい

ルー

者究研系科文――

」クーワド

」

掲前一健藤須

え考を料資史歴，まい

』――

る

学史部学文学大屋古名

定嘉・県山宝――鎮市

」董鎮と』事公方

の県

者力有地在一

学大南甲

能機

）年

―治政方地と

て

をのタルデ南江――

に心中を期半後明――

」会社域地

――

』究研史洋東

』 。社版出民人西山

』誌

）年

）下・中・上 民人西山

冊 。社版出籍古海上

。社聞新日朝。

基原の済経域地る

）年

」

』究研

史洋東

。林書樹榕

の度制役・税国中

）年

。３―

解理的史歴

９，月６，月３年

トンメコ

い願おらか授

。たしま

。すまし

ワドルーィフと究研の

題問なんろい，に時

ー

・想思，てくなは

起提

割役のクーワド

の学文

でとクーワド

々我，と

に当相，は

」アィテンロフ

夫和田寺著ーキスフノ

。社

増・

）年

，きづ

ーュニアプパ

編一

たれさ表発に年

歩をクーワドルーィフ

ワドルーィフ――論各

）書掲前一健

クー

ワドルーィフ――論各

代現近・世近国中

クー

子美

ィフの史

学史歴と査調り取き聞

報ムウジポンシ開公念

一

集告

荒救るけおに南江代清

編学文』要

と

。

一

）年

るけおに南江，末清

史

地

けおに」期初国民末清 る

』報学洋東 。２―

と域区轄管の営緑代清 のそ

）年

に志鎮郷のタルデ南江

。』化

いつ

）年

鎮郷のタルデ南江代清

注標強志喬・著

と志

湘慕・著

記日斎想退

校点幸文呂

』成集志方地

祠晋

全」輯専志鎮郷

』く歩を村の世中

伸

書選日朝

に県原太期初紀世〇二

編

み

び及題解録球琉使訂増

樹 徭 ――だいあの政財と役

，４― ，１― ，２―

ざごうとがりあもうど

小の研文人，はトン

い

教南

史歴，らか生先森まい

介紹ご，らがなえま

学

歴は身自私，てし

同と

るけおに学史歴

で学史

れさ定想てい

ルーィフ

ルーィフる

１ の学方東

片

剛山片

健藤須

リマ・

田稲

清田稲

久藤加

剛山

夫正森

出田太

仁藤佐

清

鵬大劉

鵬大劉

夫正森

馬夫

明田黒

進井石

国中

茂井岩

進

会司

メコ

南小

おをし

踏を例査調

だた

き聞

おに面方の

，りあもと



）森

場

とクー

クーワ

時るめ

っ持

で域領

い言と

入に

あでま

るあで

だトス

て

故れま

ィフる

。るいて

し

をトス

は学国

れそ，

す回

んな要

しうそ

こた

テな

スキテ

まれわ

，と

文がれ

るいて

るきで

キ

価も最

例，ば

れ忘が

文の国

歴とクーワドルーィフ 究研史

とまとんゃちをれそ，

ドルーィフるれさ定想

ワドルーィフ。たしま

現のクーワドルーィフ

が々我，が献

学文。すました

」献文

の定一で体自献

学哲・

逆，てくなゃじ

を値価

るあで象対な要

キテに

どが性然必のそ

うそ。

うょしでいなゃ

度程の

つを品作たし即に

。か

に学史歴，どれけ

っく

者学文，んろちも

けお

でのいない違につ

生の

京，にうよすま

。

がす

りよ何，学の書

中の大

たしまきてけ受

キテも

あで事仕な要主

うそ。

ちもはとこるす

，てっ

うよたっ取を首

必んろ

」いなは要必る

り振に

わ伝在現。たし

言はと

も最の存現，ち

るてっ

くいてっぼのか

的統正

振にうよたっ取

がとこ

身自私。すでけ

し回り

伝てしにうよ

。

そ，も

，しかし。す

，れらえ

ばわい，らが

中がれそ

さ見発が書文

化文国中

たしき聞お，

れけなれ

学文，で点

でりかっば

え思にう

で域領学哲・

とこういと」献

。すま

礎基を献文，

れわ言を

でのたれわ

らがなしに

ういとか

文のそ，がす

，はト

いずま，がじ感

てっ

文のそ，てしと主

の

んつ持を味意てめ初

主るてっ扱が々我，が

にと合結のとクーワド

るあが要必るみてえ

，

水山の方南，に時

じん

ない違にるなく

然自・

っ違に当相で

すでんい

とこるれ触

。すまいて

切い言は

持を味意，は

もすた

うょしでいなれ

での

れわ言くよ，での

だ

読るゆわい，てっあ

をえ教，でとこういと

とこむ読くし詳をトス

をかんな本写い古は

が

っ言と」るあがト

照参

こたっいうそ，

の鬼て

をと

らおてしといなはで

や

，てっよにとこる

まれ

スキテい古りよ

わなす

てきてけつ見

さもにト

を育教なう

を首の鬼，

もで在現

わたきてけ受

を髄精

すまりおてっ思

た来

のそ，は分部すな

に

まりおてえ考とだの

なりあで要重に当相，

，にうよすま

。すまえ

まじ感ずま

の煌敦しも

れけすで

今だま。たし

味意つ

なんろい，もど

話お

よるいてっな異が

にん盛で中のし

で要必が合結のと献

文

なに本基がのるす

りあ

んるてっ違当相

言とる

まいてっ扱て

いなはで

に場現もしず

スキテす

の定一もて

わかか接直

のそ

もつ持を味意

てい

ルーィフと」献文

柳

考くし詳し少うも，

たれさ流に方南が元宗

りよが解理ばけ行に地

性然必のそ，はとク

深

境環活生の者学哲

点の

欠可不にめたの

接直に

学文・学哲，

でまとだ

をとあの学

いを究研の

重をとこ

もだい継け受

らぱっ

問学るやてし視

を刻

キテるてっなに本

そ

いるあ，りたし照参

をれ

は方生

スキテういうこ

あで

。たしまれらが嫌

が

は生先郎次幸川吉る

質本はとこういうそ，

定校をれそ，でん読り

じ通を証考な密厳る

す

ないたっけが者学

，て

だんいなくよは

を本版

方し対いし正

ふういと

な的統伝も

，とうろだ

はや，は

の化文，化文

くなは

てっ遺に世後り

あが

分部の外以れそ，

煌

考とかいなはでんる

りかわもらか例の書文

のいなが間

，をとこう

い

，ばえ例

持のそ，と

ま

を査調てっ

文なんろ

とのもす

必。のもる

しと」献文

，とるすと

し立独でけ

確

，ばえ例

つにかのる

郷

ーワドルー

現，にか

私

解理品作が

，き行に

確正

証考の朝清

は身自

時た

も，らかと

む読に

えか

，どけすで

石，に

でんせ

師恩の私

先てっ

にトス

くっじをト

たし

，はの

献文。だん

す対

の国中

るす対に献

れあ

て全の化

のもるあ値

最

敦ばえ例

分部たきて

で



，の明文

，きと

通む含

し

のるあ

弊語は

りよ，

こ，

味意な

だ現表

つず

は図統

生をれ

し解理

の

とかい

ワドル

え考に

文の

か確，

の能

ょ

文の学

い思に

録記の

まじ感

み編で

。う

でアニ

を詩の志梵王はいるあ

るえ考とかうろだたき

な的統伝の国中。すま

たっあに層下のそ，が

いるあとう言とたれ忘

く強が向傾ういといな

少をのもい歌，のもり

とき書筋，はのすまき

け

的質本たいてえ備が

衆

もてみてし出き抜を

文な的教宗の層

，はにらさ，格性の

を

たっ追を承継のき書

そ

よのそ。かいなはで

系

ィフのてっ入に市都

う

はでんるなにのもな

ー

的教宗の国中，が生

な

自私。すまれらおて

な

ぞれそ，しかし，が

身

ーワドルーィフの生

れ

よるあでのもの家史

ク

かとだ学文たっ持を

う

でのもいならなばね

哲

の誤錯行試，てじ通

し

とこたしうこ，てい

中

を

パたれられ入り採に究

。すまい思

オイ

とこたっあが域領のの

推度程のどらか在現

，

うよるきで測推が

で測

るれが継け受に

い思に

た来てれ忘に

るあでの

十は分部た

にいれき。

い継き引

れさ承継に分

通をト

語な的教宗，だ

要た

で解理が々我てじ

け

文ういと巻宝，は素

だき書筋の巻宝。すで

。いならかわはに分十

手き聴や場たれさ演

民

いながれそ。いな

ちた

で解理は味意た

筋，と

農のちた者学

んいなき

もていおに

はいるあ村

んせまれ

要重てめ極，

き大た

先成一仲田，が

学を

し出も冊何を本な

い

すでのるいてっ取び

先仲田もしず必，はて

に的質本，は法方の生

価，献文とクーワド

歴

え考らかれころし

観値

で地現ろしむ，

かゆて

，もどけすで

を査調の

聞を告報ご

史歴を法手のクーワド

だたい摘指ごを点題

研

とたい

」アィテンロフ

り語な要重のつ一うい

とこういとたっあが

も

の分部た来てれ忘

，が

部きべう言もと

さき大

部たし着密に

か確は分

んせまれし

いれきは分

いと巻

。

っいうそ，が

すま

をとあの文変，う

け

スキテたしうそ，が

しうそ，しかし。すで

るあでのもたれ離かさ

味意たし行流で間の

わ

そりぱっや，らた

，は

ら知を活生の々

実がれ

文のそに際実

らなばね

こてっやでま

てっ持が

文，が法方

史歴たれら

前

。すま

域領教宗・学

しもか礼失はてげ挙を

とまを果結のそ，てし

なんろいらか物書の

め

価たいてっ持で中

とこ

いならか分に分

つに値

らかとこたし

先仲田。

めたるけつ

ルーィフ，

考に単，

む，は法方の

いなは

りよういとるえ

ンメ

。すまい思もとか

で

のんせまりなもにト

。す ）手拍

ーィフ，は話の生先森

んろいるえ見そこら

ル

問な

１ の学方東

謡歌な的俗

と文変ばえ

華精の層上

が明文国中

もかるあが

活生の々人

読

宝，近最

かいなはで

か

わるあでけ

りおでん

文

さい，ら

出み

っ思とうよ

々人が

時る

，もてけ書

人たし

っ思

ういとクー

れこ，

調地現

名，だた

りおて

衆民が

生先仲田に

を査

。すま

十はでけだ

の層

方のそ

び結をと献

うそ

りまあ

でのもす出

は法

上以。たし

コ

会司

かるあ



）楊

石天

る

学い深

身出ご

ました

訳通お

範広

を

るきで

歴，は

いてめ

しな

人国中

失と験

と鑑

りこ起

まいて

史歴，

て

の

改，ら

改の国

。すま

済経

有所の

。すで

験経

社非る

が

極積，

しまい

かるは

躍大

研史代現るけおに国中 義意の究

義意

員館館究研史文央中国 楊

願おに生先石天楊の国

れらおてしを員究

いい

ほの史歴，ら

，てしま

・学哲，

に常非もにう

でマ

たわに学史・学文

な。すまきだたい話お

認を性要重の学史歴は

れこ，がすまいてれわ

がとこるせされ懼を者

史歴。るきでがとこす

経の功成の人先，はれ

，めたのこ。すで味意

見とるあで問学大るす

は物書のこ。すまりあ

し明説にかやざあを用

が化変なき大はに会社

いてっもを義意な要重

中，しだいみを道の展

は国中 紀世

はつ一の因原の

か代年

ルデモ済経，ば

史歴，

いるあ，かのい

題問の

もに有所的会社

数複は

，りやを）業工

くづと

は足手の々人，

ゆらあ

れら縛

の年

米欧は会社

は」進躍大

とこういと

とるべ比に

てし摘指を

の究研史代現るけ

所所究研史代近院学科 中／員

，てしとーラネパの目

所究研史代近院学科

中

あで身出ごの学文

研の

に代現らか代時

がなり

」義意の究研

でまる至

。すまし

ーテういと

国中，らか代時のえ古

」たれ懼が子賊臣乱

人

うこらたはを事悪

言と

，ばれ造を鏡て

るすと

てれわ言もと

正を冠衣

け助は学史

こ。すまい

治，りあ

ういとだのる

いと』

利に下天平・国

おに

が書史歴な大偉う

の

作なき大すた果てい

の国中，後以動運四五

わりと，はとこるす究

いしわさふもとっも

け

がすでとこの知周。

発

たしまきでん歩を道

，

すまりあにとこた

そ。

くづ基に）有所

え例。

人，期時るあ

良が済経

業工手，業

の一単は々

まいまし

商義主本資，

かは度

果結のそ。たし

中孫

，りなく遅てっえ

条

国中，らかく早は山

いなも格資たま，も件

おに国中

会社国中

３第，てしまき続はで

中，在現は生先石天

番

文国中の学大京

会社国

あでち持お

。すで系学

し残を

清明，てしまり

，は日

。すまれらおて

究

史代現るけおに国中

い願おに授教井岩の所

すで国つもを史歴い長

が子

。

思な殊

とす著を』秋春

すで

，りあが力な的想

，たま。

とこる知を失

っもを銅

す識認が人

」るきでが

を学史

歴，をとこる

古国中

で」業大の国経

はに代

の会社と設建

鑑通治資

と，後以争

えうの定安

けわり

史歴の国中の降以れ

年

，し識認を情国の

研を

とけ助るす進推

に国中

でま始開の策

すまりな

とこるす括

たし折曲，

有所的

っかなきでが

経たし

団集びよお有国

急大，

？かのい良が済

造改大三でぎ

づ片りさっばを分部

農

成済経。たしまれ

てけ

たしまいまして

速の長

義主産共，り

，は実。

るす現実を

会司

績業な

を殖

北は

楊

。す

研，は

本

楊

。たしま

は国中

意ういと

特はに学史

孔

訓教の敗

得，ばれす

味

たしまい

歴らか昔は

を

ヘア

。す

の家国が学

。

中，一

こ。たしま

戦ン

放開・革

を放開・革

国

社の一単

総に確正を

政

考といよ

合混が態形

会

圧抑は性

の有所的会

え

てれ遅に

っなに」退

さ

お



でだん

，だきべ

興が家

る

ことい

さは山

なきで

敗腐

，はて

明文代

同と

，ばれ

力権の

事てし

汚

己

これこ

しまし

の歩進

まり

。すで

物人の

豊を

てい

ロずら

。すまり

せ

と害

まりあ

，度制挙

の

口を

積蓄て

，はに度

破

るす占

吸をの

国中，

実

を護保

国，そこ業工大

を道た

す励奨てえたあ

塗を界

すもてくなま歩

なきで

はとこすぶつり

しらた

中孫。すでのい

，りあでのた

収吸に分存を果成た

良

は々我，年近。たし

す

つにとこるす避回を

近

しすまいてえ超を度

い

予しも，も題問のら

，

国義主会社。たしま

見

を活生，り握を配分

家

つ二，と義主会社と

握

主をとこるげ上り作

の

つじ，がたしまいて

張

てっよにれそ，し収

は

ほのそ，ばれあが平

自

考な害有たま，たっ

か

は途方にかほるす究

え

がとこたいてれわ言

あ

か，ずせ用通はで国

あ

に史歴の国中代近た

な

かつくいの度制た

つ

とこすらたもを義主

選

るよに閥軍，圧重の

は

義主主民の洋西。ん

妨

たわに期長が類人は

制

こるあでのもの洋西

っ

今。すまりなと果結

と

な秀優るゆらあらか

後

済経民国，ずきでは

も

は家国，せらやに

独を

ばれけ早がのる

な的法

色のつとひ，

し折曲，

支を下天が

世てっよに

，がたし

もとこるす配

，はにめ

もも果結い悪

なばね

れ優の明文代近

いて

まし摘指といなら

は

害禍，しかし。すま

限の忍受は染汚境環，

こ。すまいてっなに刻

ょしでたいてっなく

れ

うよのこは

。すま

。う

を産生。

いてし言預に

問

。と

，にえうたっ握

義主本資，し起提を題

義主会社の国中てし用

とだれわらあの性弱

を

な

。すで以所たい

え考

智

あが

吸に手上を験経と

・東沢毛，ばれ

い狭，はのういとい

小

歴，ばれすとうよ

誤，

こはで国中。す

研を史

民の洋西，に

にうよの

じ。と，い

中は義主主

西，後以

まれこ，はつ

の国中

れさ入移りよ洋

封て

主民の当本に民人

も

統伝，大強の力勢建

せまりあはで題問のの

多のそ，しかし。すま

まいてっもを値価な

く

保を義主制専，と

。す

制治政の国各界

るす存

かなの度

」アィテンロフ

こるけ受き引をてべす

は業企の外以れそ，

と

をとこのこが々我

衆民

多雑複は会社類

す識認

のつ一にうよ

りあで様

い良は明文

ルデモ済経

ことい悪

らたもも果結

を害禍

た」るけさをろ

を果

せ避回けだるきで

で

め努にとこるす収吸

で方地のかつくい。す

と日一日も題問の差格

っずは況状，ばけお

深

多にらさは例事な

良と

に前の命革亥辛

りあく

事るす理管，

超啓梁，

るじ生が題

るぎす多が

山中孫，後

，うろあで

国外，せ

の策政放開は

は々人

利を義主本資の

想思

軟の山中孫をれこ

歴

てれ優たま，く深が

まざまさの物人の上史

クルマ。すできべるせ

足にくおをき重は験

ス

智と験経の物

なり

問のルデモ治

し収吸を

が史歴の後

まりあも題

を道だん

うよるす明証

。すで

ならなばねま歩

権分

命革亥辛，にか確

。

は）度制察監，度制

しと主はれこ，しかし

そ度制てしっけ，りあ

ものもいなきで用適

の

，りあで果成の明

りあ

対反，し絶拒を

的遍普

とうお行を革

るいてし

世，ばれす

１ の学方東

もどれけす

が家国。た

人。うょし

，しも。と

代近，にら

じ同，しい

のそ，に時

，り取をろ

分十不だま

成たれ優の

てえ備に前

の富貧や職

大は

，ばえ例

うよのこ

ぎすき

力

命革亥辛

問の」制専

そ

，去過。た

さ和調を

にか

，は々我

の山中孫

智の

さ実充

さ

。ん

人の上史歴

経と

アシ

以命革亥辛

政にら

会議

識認たっ誤

歩の人

の壊

たしでんせ

，度制

かしに洋西

で果結

れこてしに

文たきてし

改治政が人
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た

合び呼

度二，

と作合

りあ

。すで

に際実

当。

でん呼

ういと

がりや

，

す

国帝ず

で盾矛

日今，

まし

，てめ

主地て

こる

産共の

と秀独

はでけ

し

まいて

，とすま

もてげ

研史代現るけおに国中 義意の究

の方双だん挾を峡海湾

し作合度二はと党民国

と志同にい互，い戦て

しましをい争のかぬ死

。たしまび呼と」匪蒋

のすだい見をとこいな

がとこたっあで士兵の

い思てしとりとっお，

だ人いなも味気の」匪

を彼は私

の共国。す

と」のど蒋

派進急）よ

は盾矛の間

と乎断は党

の派和穏と

等平不てっ

せ協妥てし

，じうつを

廃撤を約条

免減分五割

っよに力暴

せさ滅消に

じはらか」

正てべすが

張主とうよ

，ばえ

わたっかし

に内以年十

陳，月３年

た，だ能可

流ンニーレ

日今を争論

上り作えと

はとこうい

みてみらか

をれそし識

しりきっは

代現の国

台，てし消解

党両，

と党産共，上史

は党

べ並を肩は員党の

び

かるき生，え交を刃

え

を党民国は党産共，

もれだ，ば

まれらおが方

はで」匪

り知と彼は

党民国。す

，てっあ

てっなにい合

良はちた

のらけかとひ

も史歴

，りなに達友い

は

でのもなうよのこ

交

せにいなはでてべす

産共，とるげあに例を

に段手の渉交，段手な

衆大は党産共，はで

よ

，は党民国。

動運

特の主地，て

二料作小

しまりあも

いだしを権

もでけわ

党産共，がた

陳，時

例。んせまりあ

，え

三は国中，は秀独

な

不に対絶，は暉稚呉

のこ。たしまえ考とい

だ秀独陳はのたいてっ

かな

と，

互ず

，は村

と

まり

の上

歪の

現の

取を

と

。んせまり

なに

はの

認を盾矛の間のと湾台

。すまりなと助一るす

とるいてし作合。た

中

きとるいてし裂分

はき

を党産共は

両，は

ちもを触接

呼と」匪共

蒋に界学

あじ通を志意

」匪蒋

ういと授教敬永

つか

私，しかし。すで

し

で者学たれ優な良善

私，らかすで。たしま

ばれあでうよのこも活

部るあ，とるす究研

，

でのすだい見をと

で分

民国。たしまし

外。す

たま。たしま

和平は党

をとこう奪

題問地土，

とるす収

たしまし張主

の党両

っよに法方うい

が党

い争の非是はに間

で

たいてっ違間てべす

当。たしまりあが争論

とるきでがとこるげ上

ちにるなに義主産共

考

りあで暉稚呉はの

いが

っあで人要の湾

違間，

た

にるす決解を題問

柏］

ばねかぞのり取

ま，は

敵の間共国。

いならな

のもたきて

の史歴は意

ずま，は

意敵，りあで

政，し

国中てめたらあ

来本

史歴るよに争闘治

盾

史歴にりおど目面の

なばねせ解理くし正を

いてっ執を権政で湾台

しこすが題問，らか

る

大，二

なばねせ収

雑複

まし裂分

進促を一統

陸

民国，時

。たしまい

し

歴の湾台

にい互，は

党

くしさま

史

見発をとこ

実誠，りあ

てめたらあ

生。すまい

対反に義主

こいなかし

を地土らか

し張主をと

，然当。た

徴を税価地

間の暉稚呉

民国，くな

非似はれそ

り作を義主

にきさ

。す

たっかし正

意敵のい

の岸両峡海

台

さ成形で

たしまい言

を

研を史代

にくぞのり

れ

の間共国

，し正を曲

究

で党進民

，今。んせ

矛

す



は

でがと

党政と

とこる

の国

しまき

中，来

古，

日，ら

国中と

の間の

現

，

とるす

国中，

平はに

。す

の弟兄

えこを

本日

に者

，は者学

，りあ

不

外の係

史歴。

てもた

は

ォ

研と法

族民各

。すま

かつ

徳道の

方たな

ドー

しかし

破を私

め求を

ん

ら明を味意のそ

こたし

岸両峡海，し消

すにか

進促を一統と作

民人の

すまりなと助一

こるす

の策政放開・革

国中。

大増を割役るけ

以始開

まりあが要必る

てせさ

と界世，りあで

中。す

すで国隣は国両

と国中

なに代近。すま

本日。

日中，後立成国

かてっ

ん盛にし増日は

間国両

にい大の々我，

りなと

にのるす解理を

とび喜

し持維を係関隣

ち立役

てめ求い追が士

代世，

たき

まりあも件条な利有に

で由自もてっ言を何，

の国中，りあが」原雷

学の国外。んせまりな

を度態な的観客，てし

かんせまりあはでう言

関害利，し除排り限る

りあに場立たし越優と

の上界世。すでとこる

方考思の者学のれぞれ

フンタスのカリメアは

。たしまい言に私が

小はのるいてし唱提

あ

異差な要重の化文と

人

こるなに人賢，人聖

を

が人のてべす，い言

と

。たしまし求要をとこ

る

矛の

対反に」義主人個

，

，し述叙に確正を盾

解を意敵びよお，絶隔

の岸両峡海てっよにれ

化強を流交と作合な

合

で国大つもを口人

るす

の治政界世，め

改。す

中も界世，り

おにかな

をと日今と

す解理を国

か本日。

とこるす解理

接密た

日中，とるみら

しま

いてっもを係関な

ら

和共民人華中，がた

流交の化文と済経，れ

のるいてっなにつ一の

が民人の本日，はの

は

国中に遠永，し括

国中

のく多来以代近

善のと

に

。すまち立

人の日中

もとと件条な利不，は

つ一の件条な利有。す

のく多はに史代現の

は

せにうよぬま踏を雷

地

害利，は目つ二の

ばね

目くよは者観傍

越超を

の人個は者究

とく利が

の国外，は

きでを観主

，りあで

ずのおは者学

まいて

あで特独が点観

れわ

そ，めたのこ。す

史

私，月２年今。すま

家門専の

カリメア々我，りあ

氏

カリメアと国中に

が人

つは国中，でま

史歴の

舜堯なみは人

が人にね

を義主正修

と」るあで

をとこる

」るけつっや

ゆわい，し求要

」アィテンロフ

共国の上史歴，がすで

たれさ積蓄てったわ

間

でがとこるめ深を

解誤

し解理を国中が

そ，き

りあで国るこ

的際国，

係関のと国

の一界世，

理を界世

強にとご日を

こるす

あが要必るす解

とに

日昨の国中，はと

面

すで益有にい大てっ

まく深るたわに期長で

こ起を争戦略侵しいた

き築が係関国隣な的

し

易貿な要重もとっ

げあ

を史代現の国中

国手相

史歴るわ関に

るす究研

の

総を験経の

車

てしそ，」栄共存共

中

役にのるなと国の」

るす究研を史代現の国

碍障の上化文，語言，

。すでとこるあで要

で

と々翼心小にいさ

国中

有。んせまりあ

地てし

事当，に俗。

件条な利

め求を実真

，い迷は者

まりなば

研史歴。すま

つ三の

で点のこ。んせ

特独

特独が考思，はめ

，

っもを質素的化文の

らあが徴特のそにねつ

思国中な名著。たしま

徳道の子君はのるい

想

鮮んへいた，は話の

で

らか子孔。すまい

かや

は東沢毛。

東沢毛

」

国中の億六

」私無公大

守を法に人は

い闘と私

あで民市る

１ の学方東

に期長，は

然当はのる

三

。すまき

交親の間の

は国

ほを明文い

界世，

史代

は国中。た

各界世

文は

流交と作合

究研を

か和

に国中は本

方の化

ろこ

もの本日は

好友つ

友た

国両が府政

。すで

」国

真と好

条な利

が人国外

輔歯唇

を究研

不がい遣気

は件

とこる

は配心のそ

るす

越超に

くよつは学

すで

れそは

件条な利有

ねせ

を学大

もに法方究

れぞ

と」だ

てし唱提が

れ訪

思とるいで

こ。

て立を公り

たしまきて

人カリメア
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，

化代近

啓と動

の超啓

とこ

すの特

りあい

れそ

で地の

お，は

が鳥て

が

ていお

発くし

を果成

樹直間

ましい

史

名有の

こ，際

しまき

み組を

無を

盾

き大番

ずま，

強に特

認の

研史代現るけおに国中 義意の究

梁はで所究研学科文人

運新維の国中が化文治

るいてれわなこ

てし究研を題問の

国中

はとこうろあでる

りお

し達到に点地な度

違間

にか豊にいおおを

独，

は天，せかまにる

るす

るす究研をれそ，

く高

派学都京な名著は

とこ

優でまれこ，てめ

祥発

にらさていおに紀

たれ

研の史代現国中と

か輝

すましたい念祈う

に究

。たしまいざごうと

。

授教誉名学大都京 狭

くしろよ。すまきだた 願お

だたいてしを訳通な寧

ごも

。すまい思といた

麟炳

実，したしまいざ

結の

代近，末清ういと

場立

歴。るあでのな果

とこ

論議，し言発らか

とる

を義意のつ３，で

，在

はで点ういとうい

のこ

一に的治政が国中

この

矛るえかかが題問

は

学大都京，がすでと

明と新維治明の本日，

在現。たしまし明証を

近の国中らか野分と

お

を験経と識知な益

化代

す究研を史代現

す供提

史歴てっよに

高，ばれ

とろび闊は

庫宝の学科

と然豁は

す躍の魚てし

有にい

りあで間空たし

国中

学大都京。すで望

り

くふも究研の史代現

が統伝のこ。すま

，史歴の国中，が学

世

れさをき働なき大

化文

様皆。すまきだ

よすま

がりあ，

トンメコ

先樹

。たしまいざごう

いをトンメコらか生

らか生先井岩，件たし

し申に単簡けだるき

丁

はとこういとるあ

げ上

い思とだとこの

に話お

要，はのうい

章。すま

強ずえ絶を

史歴にるす

国中もれ

のそ，てし調

と情国

ういと史代現の

るあ

す識認をのもうい

湾

現，に２第てしそ。

りはや，題問一統のと

くらばし。んせまりあ

究研のそ，いなこお

前

いてえ与を響影い

果成

様，は班究研」

とこた

業事の化代近

度角な々

外，らかす

有てっとに

こすなを

の国中が人国

思は私

れそ，きでがと

りあが葉言い

。すまい

。すま

現の国中。」るせか

海

ずらなみのるあで

史代

に化文と史歴の

おお，

に的界世，れ

，ていつ

し望希をと

おてれら知

を果成な

大都京。すま

話てっ

うそっい，げあ

たいてせらわ終を

がりあ，生先楊もうど

の授教誉名，はでれ

と

直間狭

きだたい話おが生先楊

らかすまりおてっ迫

ま

す重尊を史歴に変

で，

もしれだは方る

で国る

，

じ存ごが

我

とるあ今がちた分自

とこういと」いなは々

の史代現，は話

。たし

つ１。すでけ

そ，究研

理をのもう

の国中，は

し面直て

が要必るす解

一はと

台のずはるおて

動運蒙

を究研同共

も度

中，が

造構態動の

深に

たれぐ

で。んせま

の国

に国中

，とるきで

献貢

必にいお

まにのぶ飛

古

こてげあ

国中，りあ

要

大にらさ

こるれさ揚

ら

もをれこ

き

会司

。す

そ

間狭

が国中

も間時した

，今

家想思な

れらおにこ

大

きてて立

の今てし視

は

わたれさ調

おの日今

ま

しと題問な

いと史代現



を

究研の

らもて

び結と

，が

の今，

に別特

ま踏

ういと

系体う

基をの

し

，とす

。るいて

究研史

が

と識認

説のそ

主界世

上

，らか

，らか度

成形

下天

中の』

のそ，

たげ

に話も

きてい

よに代

。

え

都京，

度角う

あで学

が国中ういうそ，

時る

に界世たま，る知

界世

ういと史代現，て

っ知

的体具かつくい，

のも

地るめ占に代現た

例な

かとこういとるあ

が位

いざごんさくたは

もら

。すまげ上し申を

すま

もういと家国民国るゆ

いうそがてべす，めじ

界世が々国のられそ，

歴，ていおに代近もと

い動れ揺を間ののもう

想

。たっあにかなの係

き

まい言で家治政，家

が

は方一片，にいらぐ

る

。すまい思とるえ言

，

の々人のてべす，に

の

れ流ののものそ史歴

す

角う違てっ立に場立

こういと代現と統伝

。

申に的体具，をとこ

と

すまりあでのもな切

し

。すまりあで』学

が

国治・家斉・身修

学大

は目条八のそ，も

平・

しとドーコ理倫の

時，

はのたし調強んへ

働て

政の高最るれ誇に

今，

全をとこういうそ

哲治

けんせまりあはで

違然

とこういと題問の

もど

。すまりあでとこ

考を

自をのもういと

に３第

は々我の今，

がちた分

らがなとこ

っ従。いな

，

。たし

でとこういと

まてしそ，く古が史歴

国隣の本日，はいるあ

いたいが窺はいるあ

で

このつ二。んせま

とこ

研史歴の在現，

けだと

すまり在にと

わいが究

。すまりあ

はを律法。

ういと，

に時同しかし

主民国

くな少，はとこ

うそ

いと義主界世と義

出

関揺動の間極両うい

思の国中なうよたしま

，で係関のし返裏

いとたっあで係関

お年

すまき省はでこ

とこう

揺ていおに代

す要，が

在に代時の

つつき動れ

，はとこ

在現今，てっ

ういと

ましにけだれこ

てし

るれわ言くよ，か

学

う思といたきだたい

大はのもういと典経の

のつ一の書四，は

正・意誠・知致・物

大

すまりあで葉言な

・心

通を史歴の国中

どれけ

いし新番一，

つ一てじ

はのういと

いたに代時

まりあで

界世が国中，

れよに

もで本日，がす

森。

名有どほ文孫，ば

義主体全，は生先口

」アィテンロフ

いと，るあでのものそ

の国中，で上くいて

う

にき抜をれこ，と

代現

まる語，はのう

はてし

てし開展を話

いなもで

大が国中，

まきだたい

とるあで

りあで国なき

てっわ

，らかとこうい

っ言

，とこきべす論議

題

いざごはまひるいて

とすまい言に単簡，は

ういと，るいてれわ行

確はとこういとるい

こ

でか確もとこるあ

でか

も想思のかほは

てっあ

思とるあで主

，てべす

え例，はれ

，がすまい

ち，は文

に話お日今ば

民国は

がい互おどうょ

複が

なうよういと義主

，

こらかすまりなに雑

時るいてれか置の分自

のそは々我，てしそ。

。すでけわるいてし

後

的間時，は題問の

のこ

あが間時がうほ

後前な

古，てっ

。す

足補ばれ

世近け

儒けわりと，典

八け

のるれさ視重降以

ば

格。のもういと目条

近身もてっとに々我ん

もてしとたっ違は方仕

いとに後最をれそ，

，

，ばれ

。たしで文

かう

，はれ

目条八の』学大

たれ

とこたっ言の文孫

学

生先次虔田島，はの

すで生先男都美口森の

１ の学方東

し流交きつ

史代現は識

いと義意の

こういとう

大

らかすで

おらがなえ

か

かかに話お

のもなき

に礎

問のつ一

をれそし

のも

てれま組に

てい置

民国

いるあ，も

に中の

超啓梁

そてしそ

が義主

少は明

方一片で義

孫と

てれさ

はのもうい

話し

一うも

を究研のそ

たき

い思とい

の生先で後

つ

わりとで中

とに国中

ま

ちいが身修

わりと，の

てしそ。た

の能機てっ

よに文孫

孫たしま出

さ張主らか

そ。すまり

理倫の学大



）楊

，いなこ

っおと

しそ，

で

い，が

はれそ

さ言発

つ

が方え

ーロク

，くい

いて

へろこ

らげ上

とこ

とかる

に題問

ふうい

た

メコの

研史代現るけおに国中 義意の究

らたいてし立確を神精

だずはたれられ免はら

おらか度角の学哲治政

てしと題問の方ち持の

，手い担の史歴，局結

のものそ究研史歴はい

いなつをのもういと史

やフノーハレプ，てっ

考な的義主元多化文，

立に義主元多，がんせ

い拾がのもたれさにり

とういとりがなつのと

べる

れさ立確らか前年

なつ

うそ，学哲治政き

げ上

をのもういとりが

とこ

いてしとうよれら

の』

私，てげ上し申を

思

なうふういと目条八

かとこういと廃頽的想

文孫，は価評い高のへ

人一人一てしと者学

は

っあでとこじ同は

心の

究研史国中，後今

，て

間人の人一人一

るあ，

すまい思とう

歴の心の

だのいいが論元一は

。

のじ存ごはで在現

思と

とるあでてべす

にうよ

ういとたれら

まい思は

個とれ流な

ざおな，か

ら恐はれ

心の間人の々

てめわ

，合場の国中く

，産

誇に界世るす視重

問

のと代現と産遺神精

り取く強度程のどが題

いとらたけだたいを話

。すで

う

）手拍

。たしま

のこが人一人一民

いと機危な的神精

学大

言でこそ

。すま

，かう

学理倫

とこるいてれわ

かし

理倫，らか度角の

で

ろことるす極究，し

くら恐，らかすまりあ

と史歴のてしとれ流な

でく行は代時いし新

，

はろこの生学が々

ろあ

まみ読命懸生一

史歴，

化文。すまい

，がたし

なろいろい

が義主元多

あでか確

て捨見でま今

くら恐，はれ

。すまり

ずはいなら

き大の史歴

本日，い

そ，てっあで

りくつ

きも者学理倫の

らな

遺化文たれらげ上

史代

。すまい思といな

つ

のそ，ていおに究研

おで後からくい，てい

以。すまい思といたり 上

ざごうとがりあもうど い

そよおらた

庶しも，に

森

，りまつ

いてっゃし

個

。たしまれ

は生先口

そ

き大るゆわ

間人の々

ェチ

我てつか

に向方の

よに

思とか流主

をどな

しそ

はとこるれ

，てっ

文孫と

なばねか行

そて

けなし

に代古なう

言も

とこうい

現の国中

ばれ

わ終をトン

に

会司



幸敬藤

の

際国，

アジア

報情字

おてし

際国

たきて

でとこ

，でのい

な

きなし

おてし

，が方

のつ１

かれこ

のも

員究研任主所究研化報 佐

，は日本。

たっ

漢と献文典古

しま

と本日，らか代年

に特。た

規も在現，て

は降以年

かずわ，

めたの定制格

用利を日一の間の

ならゃしっらいが生先

。すまりおてっ思とあ

ういうこはとこいたし

っなく安，め始し及普

え考のていつにとこう

話にき向前と歩進応一

化進でんな，にきとた

んろい，てし化度高ん

だまだまはれこ，らか

がのういと。うょしで

学報情字漢と献文

ータンセ力協化報情際 情際国

したいい願おに生先幸

般一が

。すまきだ

すま

こう

かないてし及普に

せ

れらこてし進推をと

しまれさ力尽にとこる

，てれ

。すまいてっさ

おく

るれらけか出たま

。すましたいい願

長，かういと幸不かう

うろかなゃじんるき

尾

で名題いし々重変

なか

ンコソパとう言

，がす

り取うどを字

りなかが

けうょしで

いとかう扱

ッベァフ

をれこ，もど

ーター

え考に心中をト

うこ

だんだが方い使の

と

すで。すでとこうい

くいてっわ変だまだま

高

のこ

られ

あ，

，がす

ど

アジ

に心

の系

きな

度

そ，

う

」アィテンロフ

典古

国

藤佐を軍殿，はでれそ

し話おでマーテうい

敬

ピンコだま，は生

たい

術技報情るけ

ーターュ

漢に中の

いと化際国の

日で

さ映反をドーコ字

日

だくてめ務を表代本

こてっ帰らか国外，も

よぞうど。すまきだ

ら

しろ

とい幸，は日今。すで

話のーターュピンコ

い

のくだたいてせさ

でが

大，は

く早，らか半後の代年

の中のーターュピンコ

化変。すまりおてし

文

米欧，は

。すまい

んな

とかの

ルア，字文の系

うよ

ュピンコ，とう言

い

，とだらかたっなに

っき，でのすでずはく

んるてっいてっわ変に

の系イタらかれそ，

で

文の系トッリクス

字文

，が求要の字文

こ，字

かのるきで応

てした果

，らかすで

がズーニ。

すでけわ

かいてっわ変

ア，に

米欧，もどれけ

モく

中をトッベァフル

適

アてした果，がルデ

。とかうろだるきで用

るすと。いなもにうそ と

１ の学方東

会司

員委

格規

おに

先

と」学

たい話

本

会

藤佐

お日今

にどほどほ

藤佐

らかろこ

，ずま。す

話

といたき

化変に速急

，

いなけいゃ

実はれこ

思

てれわ使ら

るれわ使に

は実

うよのこ

。すで話

アの

ンサはいる

字漢，

す化

対でルデモ

のアジ

字文

いなけいゃ

けわる

心中を

もに字文の

いてっわ変

きで用適も



）藤佐

う

そ。か

とでろ

りなに

なに

てした

ァフル

うよ

，とす

ういう

え答を

っ

な

いばれ

とこな

のもる

がか

コ報電

に初最

とこ

けわた

あ，は

回２，

聞

，てくな

高上以

そ。ん

ピン

タスの

，方え考

。

ュ

た

っなに

，とい

がトン

年

学報情字漢と献文典古

態事ういとるなくくに

ことな的始原今に常非

いなはでのるあが要必

いとかうろかなゃじん

。す と

すまい思

アもと方両は

実，がと

果，もどれけ

るてれら

象対の論議は

デモ字文

とこういとか

まい思と

どはれこ，ル

にかこど

出をれこ。す

幸不で上

いてれさ録記

彫にのも

んろいてしに

，らかだ

め読てけつり

なしをと

んろいりなか

書手たい

てしと械機い

たっ取き

，をのものき

すでんた

れだ，をのも

に意くた

らかすで。ね

要。いなさ介

。す

っあはに半後代年

せまりあは別区の字文

れそ，あま，らかすで

はでけわたっかないも

たしまりおてれら売ん

ういと体書，らか時た

字文もてしうど，らか

コがれそ。ねすでんる

的般一。ろごめ初の代

め始れ売とっょちがか

ォフれぞれそてべす，

なさ介に意はかる出に

使がーターュピンコた

ていつに字文のアジ

い

置位てせさ化進を

，も

必るけ続しに常

るけづ

。すまい思と

るあが要

ましをとこないたみズ

るてっなにい使おんさ

いうこ。かうょしで

と

うふういうど今，

こう

トッベァフルア

え考に

触とっょち，

の界世の

け書，はの

いたみてれ

をれこ。

，てえ見，て

石，か

の器機理処報情

使を

ういうそ，かとだ

の

のもたっなにうよう

こういとるえ伝でまま

がかれだ，はれこ。す

音短と音長をれそ，

書

さがとこなうよう

聞で

とこういとかた

いてれ

きで足満分十

っま，は

れわ行がと

，が界世る

で報電の

でけわたいて

きでが

小，字文大，も

うそ

けわたてじ通。た

コ

人るえ考をとこうい

さくたもーターュピン

らえ考がのものそ刷印

まりおてきて出が方

れ

然当は念概ういと

たし

んぶ

くて出

らか半後代年

やンコソパ，にみな

年

機のかほもにンコ

んな

うどでこど，は

もに械

，とるなくき

うふうい

るあ，字漢

まんだんだ

けすまり

アのかほはい

なか，

ルデモ，もどれ

は日

を究研な的際学り

お

いたきだたいてせさ

イクに初最番一，てい

もと方両。すで字文の

同。かうょしで字文

皆

はれこ，でとこう

形じ

いてっ思といた

に後最

視題問今，あゃ

。すま

とかたきてっ

るいてし

な字文いな

にとこうい

ばえ言らか

。がすでん

あで字文

ういと字文，

ゃきな

すまい思とたっ

か代

とだ紙。いなけい

た

どな械機じまな，ら

字を字文，はで味意

。

とうろだ報電，は

形の

っ送でれそ，て

まい思

手相てい書で

てっやて

うど，てれ

いとす渡に

れわ伝が

っなに形うい

間のこ

でれこ。いいば

とこ

こういうそ，でま

ん

トッベァフルア，に

話，てきで換交報情と

とかいなゃじいなは要

うそ，でま間のこい

，

はで界世の刷印，

うい

とルイタスの字

うも，

もで字文う違

え考うい

さ入導で界

だ字文じ同

だろごめ

た，がのたれ

プ，は

ち。すまい思と

うい

ソパもにータンリ

の

要，らかたしで代時

ど

，でのすま

大が離乖

な

はにめたの

おてっま

ッベ

てっ言と

今，を話

のト

いとるいて

じ同はれこ

ふ

じ，てさ

し出てしと

要

も哲変の何

わ変にう

しを

がのういと

昔，は

起が

時ういとい

わ扱て

きて出

ういうそ

きてき

け分き

し直にドー

のた

の種る

さをき書手

手て

べく驚

いつ。すで

報情

るす化度

ゃちもでれ

き

必

るあ

えいはと

つ，代年

ター

の形，ルイ

文はい

初代

初，はのた

世のー

とるてっ入

ろごめ



す

とだ字

箱字活

ういと

字文

たき起

，今。

こ。

が形で

が字文

字文ル

に

概

的象抽

ういと

はれこ

文

にとこ

。とたき

が念

かの

うそ，

）トウ

，字

の語本

人のそ

にじ同

，

前

非は人

」ババ

馬。も

てし

がフリ

，際の

登が

し定指をトン

けいゃ

，

え見，てっ従

るきでて

ういとかるて

は字文る

。すまいてき

文が所場

入が念概うい

まし離分

ばえ例，てし

たきてっ

らたしうそ。

に先番一

れそ，かうろ

ルリキ，

音じ同，はの

リキもと

かる来に中ん

のめたの

りあが論議な

か立独，

種４は合場の

，てしま

，に間

。るあ類

なに雑

ういと」フリグ

が中連

のこ。たきてっ

で字文

起がとこたっ困

ア，も

ういといたき書

かのる

のき付トンセク

， と

ゃじいいもでち

ラムウ

，てし

かいな

て来が

すでけわるあ類

る来が

けなでつ１のか

部全。

例。すまりなに

，ばれ

で題問なうよう

日ばえ

る送をルーメで

どけす

，に時

のこはいるあ，かのい

名にうふういかとだ」

こ，でとこういとだ変

グにここにらさ，てし

まれ入り採を念概うい

くいてれさ

をとこういと

。）１図

後のそ，もど

きなわ言

分干若がと

ォフ応一，

的理論，

。たきてし離

ー

。す

っ入が字のどに

てっわ変干若が念概の

に間のこ。字

，がすまい思

と」体書

使てぜ混と

と題問際実

てした果

たっ思とうお

はれこ

と

。たきてき起

だのな

ういと字文アビラア，

，かる来にろ後，かる

ういとかのな字文じ

真

ラアが形な的象抽

うよ

文な的理論るゆ

語アビ

もとっやでれこ

のと字

っ

。ねすで頃

複し少う

のトッネータンイ，て

分自を前名の分自，い

すでんなうそはかん

の

。い

どけ

起が

やで字文１ういと

世

っど。たしまきてき

こ

とターデ，てしで界

種３てしとターデはれ

どのそ，がスレドアル

ういといなか届がつ

れ

く書で角全，かく

とこ

ータンイに人の

いとか

きなら送で字文

トッネ

は次のそ，

なけいゃ

で」ハ

いごすは人る送をルー

考にうふういとうよ

大

シンケーシ・グン

まえ

念概んだんだに

とズー

りぱっや，て

化層階が

だ何は語言

」アィテンロフ

けすまい思とたっだ代

字文とっや，てしま

れ

定所の箱字活，て

形と

きてっなに念概

置位の

と字文るえ見

まりおて

）ータクラ

タクラャキ

こ，んさ

なルカジロは

のアシ

とるてい動でれ

の形

語英と字文ルリキ

うろ

。すまりあが字文

ア

が問疑ういうこ，か

すまり入に字文アビラ

に頭の語単のつ１，て

かのな字文う違れぞ

来

だ字文じ同はれこ

同，

字文るえ見，は

，どけ

挾を念概うい

わい，と

はのたし出

。だん込み

，

つ，にちうる

中の代年

ネンイメド

なに近最い

ラ，にん

ため決をムー

字うい

な字文の系ンテ

現表

さだくてし定想を

い

題問ういとかのるす

の字文るえ見，はのう

，かのる来

類種３，がす

，かのな

はいるあ，ムーネ

。

送くかっせ。とよ

ーメ

タカ角半，とす

やたっ

とたいが人う

書でナカ

，かの

こ。すまし

ハ ハ

は字の前，で人

４の」

そ，ばれすとた

で」バ

つ１をのもた

メに人の

層階つ１う

しに号記の

ータクラ

ニイバンコを

は近最

うふういうこ。

しまてっなに題問

１ の学方東

りなにとこ

時ういうこ

なうようい

いてっ入に

ちっ

，てっ従

が題問

皆どんとほ

ャキ

も

ロ，

の

じ同と

類種４

，にらさ

だのな

たっ困

れそ。う違

っあ

な

度今，での

。と

うこ

れわ使に割

と」形

とたっな

で語国各

てし

ばえ例

た

ばれえ見

で字文２と

と

と

て来が

ンイメド

でんるえ見

が

まい言で例

んせまいは

な字文２と

いとんさ場

っあてし録

たっ凝に常

しらば部全

ャキにここ

も，てっあ

もでれこ



）藤佐

は

んどを

に置位

てっわ

。す

文音表

況状う

れこ

にとこ

いるあ

てれら

じ

が字漢

っ

ドーコ

ながみ

いろい

昔と

学報情字漢と献文典古

変がルデモとっず，に

のこ

だ屋ー

の」字文るえ見

っいて

念概字文，がけ

，で。るて

いならかわくよは

字文

ういと系ンテラ，

いと

わるてきていづ片

，か

んどんどでルデモ

でけ

かうょしでうど，

くつ

とかうょしでるき

。と

ょしまみてえ考ら

うい

何かとたれらめ始

。う

りまあ，んさ皆，

かと

４がかれだをのも

じな

がとこなうようい

の桁

ず，

１図

よのこ。すまいてれさ

文に常，ばれ見らか

う

ピンコ，ずらわか

は字

くつにのもたれ

ターュ

ターュピンコん

げ上り

でけわくづ片

話の屋ー

あは論異だ

もどれけす

すまりな

，どけすまり

適まま

のこ，ずま，と

，が

かうろだるきで用

り

で随追でルデモのこ

ま。かるてっな

。すま

技刷印，にう

か初最た

電の字漢。

で国中が術

しまりあ

はのういと報

い書で

たい書で手，て

かな

とす渡に人取受て

す

も論議ういとかうろ

使を字文，てしで題

。

のもういうこ。す

方う

識常のんさ皆ん

かもに

かすでんもう

ずはらか

。すまりあ

だんだ，ら

字文の系ンテラ度程る

ま，ていづ片分大は

は

いとだんなうどは

まだ

こ，に合場たき

に話う

シーケリプア

のそをれ

といし怪だ

歩進のンョ

今は字漢

なにとこうい

はのた

にうふういうど

てし

よじ同ときっさ，

ま

すで報電りはや，も

はに国中，もどけんせ

が人たっ取け受をれそ

りおてき

ゃじんいな

手

でけわるあ

問がれこ

ま

言てっ」だ

どんどんど

字

あでれこ

つつき起が

製

字漢，あゃ

字文の系

な

の々我，は

て出が品

械機

，あゃじ

甚，とる

かい

とたっあろ

れさ化

，てし直に

れしも



，

きでも

にとこ

とるて

革う

，しい

でけわ

号暗

ういと

究研う

ういう

命

。す

，とすま

とだ

代時の

っなに

に年

，どけ

ラどほ

とくな

い

４

な対絶

し出を

非だま

すで

，てっ

いうそ

の画

るい

ことな

，とすま

か

。とう言にさ

械機な

。

っ合りやを争闘論理と

ういとたいてしを換交

方い言ういうこ，との

て見がかれだを字文た

く書で手てい聞をれそ

なれしもかく書で字略

いああくよでれこ。い

ど時のあ，がかたなど

いとかたじ生が解誤う

かるきでが何でいらぐ

こういとかの

。すまい

問質ういとか

りなにと

セだん選を字

まりなに

がトッ

い使おをれそは方の分

こどうょち。たいだた

んるてしを何は屋ータ

少。すまりおてえ考に

先，は想発るす対に字

たしまい言とよるてし

。すまいてし復往で）

のういと表字漢いなり

％１，

てっ使を

。いらぐ％３

話ういう

は私，どける

が体書は

。すでけわな

で合場う

ま決とんゃち

っくつでいなし

。ねす

事議の時たっく

けわた

大，でのすまて

見を録

間らか初最，は

んそ体

くたっま，はに

てっ違

いてれわ使に換

分十不

が士同敵政，

げ大。た

なかで度程

々延でれこ

ばれあ字

思意な雑複り

とかの

いなゃじんいい

てっ

い書で手，とう言

ら

がうほたっ取け受，

が人たっ取け受。いな

れしもかく書てっ違間

，でとこういとあな

な

，てっ通とんゃち

は実

とるすうそ。と

いうど

的人個，とか

字万１，

ルデモうい

てっ思はに

おをータ

るあが要必の

うい

いたりなにい使

ことのん

漢のりかば字

くしれ

部大。るあにろ

足が

いてっ使にんさ皆

そ

ーュピンコ，いなり

うふういとだ実事がれ

のーターュピンコの本

ちろうでんへのこて

漢

図，間のータクラ

ろょ

の今に体団る

照参１

いと字いなに当本

足に

さくの画３は字

はのう

なら入に気が

りむんか

いと画４か

そ，かとい

きなわ言

実，は求要う

かく書

いといなけいゃ

実。

図意をとこういと

と

つを字漢の初最，際

っ立に想発なうようい

ういとうろやとんゃち

れらおてっやをかん

の

方る

」アィテンロフ

報情がれこ，てしまて

んな時の命革亥辛，

交

の桁４，りまつ，

はか

漢，らかすで。

字万１

とこういうど

万１は字

ーモを号暗

たてき起が

うどに手

送で号信スル

しもか

かわはかるわ伝

いと

かこど，しいなれ

さ

たきでが話な雑複う

は報情ういうど，てれ

ないたがりあばれけだ

かなはでのるかわに

あ

あゃじ，てい置て

うろ

コにうふういう

うど，

はに本

ーュピン

の

が械機たきででれそ

と

非，は初最。すま

さ皆

々我に常，後の

うに常

おてし面当に

字漢，は

申にトーレ

，てしまり

体大は字

日，とすまし

んへ

ぎすり通をここ

状な

ャキと字文るえ見

い言とかとこ

。すで況

そ。たしま

あ，とすま

り残。は

，とる見をれ

，かと

の字漢のこ，は

入に

ねはのこくなと何

く

と画３，かといなら

に確正に常非をのもる

どが手相に時の報電，

てっくつで想発の報

う

化準標うどをプイ

るい

，をのもたてい

かるす

に特，今，で

し少うも

。るいて

な献文典古

１ の学方東

い

にみなち

れわ行らか

る

ねすまりな

はとこう

直に

は時のこ

。すでん

字正

相，らかす

，てし

報情

たっこ起が

く書で

とこ

たいてしを

換交が

んさ皆

さは談余

外意が

てれさ出

日，は実

ど，

。ねすで

い思とるて

，

ス，今も

声なうよう

そ

こは字漢

文の系ンテ

ト

ういうど

的始原に常

の

字ういとい

きだたいて

気がねはう

いたい使を

ら

らかすで

て出に手相

タレテ字漢

電体大，

形ういうそ

着ち落でろ

れさ給供が
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く

はでつ

と」芦

こうい

我，

夜日，

ないた

なる

いとか

で字う

台，も

々

は

うよじ

るてっ

実がの

思と

と」歩

るあが

間時

れこ，

れそ，

言とじ

う

，もど

。るめ認

っだ字

，はのう

，とす

必今ど

一

るあが

いて見

ま決が

前番

学報情字漢と献文典古

うどは論議のんへのこ

，はでろこと と」

，しかし。る

を本版ないたっ

１はで

はで界世のこ際

てっ拾

，

派一ういと」るい

っけ

うほの陸大国中，

がと

は国

はで

がうょし

で。いいで」

違なさ小

違部全，いな

らぐのこ

るす視無をい

のこ，て

るす視無でい

さくの画

まさおでんへ

まりあが

同はりむんか

に際実，

れそ，どけす

ねすで字

い違なき大は

。 ，は」

だじ同は囲範のこにか

同はのもういうこ，あ

がすでんいな得をるざ

あゃじ。るくてっなに

う違はれこ，あゃじ。

こういとるあがズ

。る

んないましおでれ

をと

。かるまはて当

けすで

るあにここがと

うょち

うどかるまはて

ましと

の

。かうどらだ

いとか

う

とこういとぶ選を形

同

とっずをターデ，と

っ

形なんろいに字文じ

求

のルペス，にうよた

はいるあ，かるてれさ

るあ，とすまし介紹ご

てっ言とる困はてれさ

，が生先南小か確どほ

，もどれけたしまて

け

，と

実

ざご

がれそ，やいやい

関に字文の分

。すまい

ばえ言てし

韓。う言といいで」戸

でんたっゃちっ言とる

で中のこ，

。るいて

，

は点焦の

のいらぐのど

な生先

はい違なさ小，

がね

れらや分大がかん

い

４・画３，かとるあ

例にここ，がすでんた

けう言とい違いさ小， ど

文刻翻の字ういと」経

，とるてし論議でけだ

もどれけすまりなに

確

字う違，とう言ら

さ，

か，とるなにと

わ言と

るあが論異り

問疑りな

が題問うい

すまい思と

とかうよ

くてき起ず必

るくて

ーニういうこ。

問り

こ，ばえ言と」な

言

。すまきてっなに題

ルデモたっ

ゃきなし論議

に）１図

こたっいと

こいなけい

モ，段一

当がルデモの

正，は

ん積へ上のルデ

っ従

どとんゃちで法書

こ

言くし正とっも，て

。るかわとんゃちもと

で字文アビラアどほ先

字ういうどは方のそ

言

とこういとかるて

要を

らかだ字う違は

少多を

論議なうよう

に緒一，

うよういと

先。ねすで

るくてっ

れさを話おな

るいて

派一ういと」な

く，

で態実がのういと

字

部の下のりむんかさ

は本日。といたい使を

も も」戸

が理処なうよう

いも」

の話のどほ先

れさ下目

の下目，が

とう言で中

といしら

論議のろこと

は

。す

岡安を論議うい

はとっょち，でま今，

しを話の度程ういとか

いさ小，てしまり折

て

。とか

い違

で字文刻

の済経，は」

はれこ

い違いさ小。す

しで

字う違はに的論理

い

か理論の形。かうょ

こういとかうょしでん

か，んさ皆，とう言と

字ういて何，字のこ

な

うどをれこ，でと

てっ

んな字ないたっ

けづ片

とう言と」だん

っ拾か

はのもういうこ

なか，

るあにここが

どほ先，

ろいていつ

らかれこ。

なにトン

るあが形なん

デモの

うも。ねすまり

形の

のるきで用適がル

形

。ンョシーエリバの

ういとかいいばべ選を

形のこは合場のこ，も

れらやがと

，あゃじ

。

と

いとかいな

れこ，」

凌

拾を字体異

たれわ言

は

にみなち

っ削をぎ

，は湾

の」

，はれこ

いてっねす

」

るあで的用

すで論議う

に

題課の次

でんなけわ

ん

端で係関の

とうも読

と

翻の字うい

いなゃじ

で

んいいてっ

，とう言

て

だ字じ同は

いに当本

こういと

，とう言

けういうこ

要

，あゃじ

るいはれこ

疑

に字文じ同

ズーニな

てっ

こ，は実

イポの問

だん

のど，とく

合場る

どれけ

芦 」



で

選をれ

といい

決りき

た見

け分い

でンョ

実，

国のこ

使てい

・フリ

だ

イ

こうい

っまし

はとこ

ュピ

し案提

きで合

アデ

はがとこういとだん

ー

ん選に意任，てっあ

っ

，あさ，とうまして

で

こういとるなにとこ

ど

と

バう

シーエリバ）の」

とる

使をンョシーエリ

ういと

。すでとこうい

かんせ

をターデ，も時

いうこ

グのどほ先，ら

りむん

。すでスーケう

言しも

つに）遍に下の

実，も

ど，ばらなたっ

つに字

ういうそはに際

次のこ

てし綻破はてい

か後年

とるあが題問の

とルデ

アいいに後年４

モ字漢

融はれこはてし

といな

をのういとルデ

なにと

ンコ度一うも，

。すまり

２図

選をれどらた来にろ後

ぶ選をれこてしと形

ぶ

だンョシーエリバ

での

くな盾矛，いな

っ言と

ういうこいし

いなきで

，すでとこじ同も

や」

使はルデモの今

いうこ

使をい違うい

なくなえ

たっまはと

いたけ分い

つ１だた

まきで定決く

港香，

，はのるす用通

字のこ，が

くたい使かしれこ

か草

せまれしもかる

といな

しを綻破がル

どれけん

次のこのル

漢。るいて

こういと

。るてし探を

をとこ

３，とるなにと

す離

モうも，もてっ言

す

でい急りなか，とる

かいてしに形なうよる

ういといなら限もとい こ

」アィテンロフ

ぶ選をれどのちうのつ

象抽，に合場ういと

，

のどほ先

。いなは

な的

こうい

・フリグをつや

階段

きでに的動自がと

は

欲が々我はいるあ，

ンョシーエリバいか細

ですうも，にんたとた

，ばえ例

に

ばえ使を

うこ）の２図

はのう

こういとかいい

国中

。いなし用通は今

と

国韓，本日，湾台，

一唯が国各，に時うい

でけ分い使はでとこう

のこにです，とるす

き

すまりなにとこう

デモ

トッベァフルア，と

。

か動うも，だ明自

デモ

やうこは字漢，

いなせ

，でとこうい

ういとる

変し少うも

乖でまここ

といくに

立成方両てえ

な来が代時うい

１ の学方東

るいてっま

４らた来に

び

，とるす

で件条うい

す

の次うもは

とかすま

こ

っ言といた

れこ，ね

デモ

字のどでけ

，はれ

け分い

またまた

いとル

なきで

いと書文の

いた

すうそ

いとるいて

。い

んか浮が

はれこ。と

る

だ

をれこ，て

とるなくな

い使がータ
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い

でぎ急

ルデモ

デモの

らか

のれこ

よるき

こ，

方仕の

いるあ

逆。い

な

う

報情，

際学た

なかな

続を

，でん

まりな

とこ

晩今，

考が私

け

し

モのど

，らなト

同も

。

あで字

結た

拍

学報情字漢と献文典古

こは実，とすまい言と

ういうこ，とれやらか

大をとこう言らすたひ

たりやああを字文るえ

で応対もにれあらたえ

，もてし強勉らくいを

わかいいらたしうどを

なれこて出はに表，り

，てっま固り凝に学字

解分たせわ合に械機な

はうほの字漢，で因原

っがたまに方両もてし

てめ集を人なんろい下

，

。すでとこういとる

い

いとうろあで題問大

な

にとこういと。いな

で

なけわいなけいゃき

ら

究研際学ういうこ，

を

とるあできべす続継

デ

んさ皆，といなさ出

，とすまい言でル も

ッベァフルアンテラが

，らかれそ。す

しかし。すで形

ほ先が

あで字じ同，は

刷印，

ざごうとがりあ

う違り

いいらたっや

たしまい

れこ，だん

かうろだん

はてしと

だんいし正は

，が械

，な的胞細単，

ュピ

見のらちこが間人

モ

考うこで中のーター

学字文，てっあでルデ

，といならかわがズー

ながズーニういとい

何

般一，は人ういと

限い

いなんこ，での

文はに

，でとこうい

んげかい

。すまりお

がれそは実

ど，はにめたるすール

でとこういとかうろ

う

論議をとこういと

目，

字体異たしと心

あで中

出か何たま，

次のこが

てし対に展

違にるくて

なんなん

らやろいろい

とかう

とこういとだん

どほ

かれこ，がのうい

い

え答のズイクたし出

，

モのどほ先，とすま

るあ

，で字文ルリキが

形な

まいもてっ違，し

形

じ同はで味意ういと

え答，らかすで。すで

もうど。すで答解がの

っやうどをれそゃじれ

こに的学語言に的学

て

実。んせまりあく

なう

ーターュピンコ

題問際

だんもう言と

機ういと

ターュピン

ンコ，らか

んせまき

の部内の用ー

はちた人るえ考をれ

。

うこは字漢，とう

ニ，

を字漢にうふう

たりや

固り凝にのも

いたい扱

考かなかな

るいてっま

いといな

といなかつえ

，でと

てっなに態状う

チー

スクイレブをれこ

ほ

かなゃじんな要必が

かいいばれすうどでう

をかんな字刻翻，は今

そ，もどれけすまて

中

ーニ，は究研の手

先の

なんなんこに遠

発のズ

んいなけいゃ

こ，だん

すでトンイ

ろかなはで

とすまき行でまろこ

。

い高が性能可るな

先，

で字じ同らなト

言での

らかすで。す

もで。す

ま見とだフ

もでじ同，

ご，はて

的象抽，とす

りあで

う違りおとの覧

てさ

ういとすで形う違

まはで

字文，はル

そ，

りやう

るきで理処

たっ

は答解

コ，ういと

いた

く早。い

こ，に逆

て出

そ字文は

いうこ，に

言

進に前か

はのういと

の

ロプアな的

こういと

ま

ま

またまた

の会学理処

ほ

のこ，とす

え見はで

え

きなかいて

永どんと

ら寝

とういと

ポるいて

う違

プリクスじ

くなれ

の果

リグでルデ

でのも

）手

形じ同。る

しと字



一孝岡

こ

はと字

ついか

ュピン

始ら

すでん

っあは

問の

とほ，

っやう

はとこ

め

い

いと。

まあが

きてれ

い

方い使

，がのう

のう

な要

てっな

こ，ら

とい

の

授教助所究研学科文人 安

。すましい願

コをのもういと字漢，

，をとこういとかるい

漢，で点ういとかるい

，がろことういといな

のういと字漢，はで野

たきてっやてしにうふ

かろことういとんねる

なんそ，らかすでんも

ど，はのういと報情の

をとこういとかるいて

さ理処てしと囲範の識

とこういうそ，がすで

かのう扱てっやうどを

と方い扱のそ，でとこ

いとだずはるえ扱もで

はに

かるえ

と」っや，いえ

にうふ

ばれきで示表。

情の際

かだんいたい扱

究研る

うこは造構の報

たいて

必は来本，が者

。すまきだ

トンメコ

らかうほの授

。たしま

おをトンメコ

現，に生先藤佐のータ

こ起が題問にろこと

在

に題問が何に時た

てっ

わくよはてしと

てっな

んろちも。す

いてっか

るめ読らた

分の学方東

そでんな

ういとだんも

学方東

め読うそ，字の

字漢

るあが識知は方の

て

つ１つ１，のものそ

っ持を造構ういうどは

はとこなんそ，かうい

思とるかわは方の生

常

あゃじ，に時たき

んう

のう扱てっやう

字のそ

ュピンコ，ば

じ同とか

き行くま

。

上のーター

ばれす

際実，でんせま

扱に

扱くな題問を字漢

処

ういうこ。といたい

実，らかだきべすを理

究研でん込っ突し少う

。すまいざごはてし

す

さにけだれこてっ折端 せ

。たしま

」アィテンロフ

ざごうとがりあもうど

岡安の所究研，はで

い

教助

セ力協化報情際国まい

うどはに時ういとう

ン

。たしまきだたい

うい

いとう扱を字漢りはや

研は実がとこういと

っ

とかいなはでのる

者究

あらかトータス

まい思

らかうほの屋

見，てっ

たっかなけ

，とすま見

てっ行て

，様皆，をの

いてれ

。たいてっまし

やに

しと体全来本，て

ね

とたっましてきてっ

特，てっ至に代近，

。

に代時ういといな

学に

で上の活生の際

てっな

かわとりきっ

どを字漢

こるいてれ

らなるてっ

てれ垂を

すまりあでと

くいて

うかなかな，も

なは

うど，はいるあ。

を

うふういうこ，てく

ういうこ。とだきべす

，をりたあういと。と

考の私，がのういと

も

すまりおてし押が

とえ

，での

ざごうとがりあもうど い

１ の学方東

会司

れそ

岡安

でんま

扱でーター

だた

るあで何

，でれそ

話お

で然当て

あに底の題

か

ばれけな

学報情，が

，

わらあて

しばとっす

い

でけわた

ずえ考どん

さ

はで識常り

がろこと

す

はに当本が

実，はのう

を

き書能と

らえ考近最

う

でけだうい

え考後今

で

だきべるい

理処うい

間時少多

かいなは

会司



彦時

た

いまし

富豊も

てっ思

そて

日今，

にうよ

てし

れそと

的本根

のてっ

の

常

際学ば

しそ，

が義意

なれ

も葉言

てけ避

重に

い

いし

で，て

らか生

方東

いてし

・究研

。すま

体

なにと

任主部究研学方東所究 森

とうよけ設を間時るす

にりまあ，んさ皆れぞ

てっなくなが間時でけ

い定予を回３続連，は

の場会のこ，でのすま

てしまり取を間時りぷ

しそ，話おい深味興の

とに人米欧てしそ，か

ういうそ，たっいとど

義意のとこむ込り取を

ういうどにとこるす究

説高ごのていつにかの

え言で言一，点題問の

非，でまる至に摘指ご

を題問の化際国，はの

ういとムズリバーログ

て

の目

語は学方東の紀世

線

，はでムウジポンシ

て

先の人４の躍活ごで

う

いおに階段たしまき

出

わさふにれそにうふ

ー

れわ思とのもるくて

の

，てしまし定設をマ

お

論議を題問ういとか

こくだたいい合きつ

めとま

研学科文人

頂を見意ごろいろいら

，方生先の躍活ごで

戴

かうを話おの方生

れそ

ンシ開公のこ，

だうが

会大の館本研

ムウジポ

らかすで。

い行で室議

い思とい

ったは回次，

線前最れぞれそ

。すま

東。たしまき

躍活ごで

うよのどは

何はと学方

フに究研

なかのう違に

そ，摘

クーワドルーィ

にと

研を国中代現てし

ュ

るあが義意ういうど

てし際にう扱でーター

とるきで決解を題問な

，

の

ひ

ういと学方東の紀世

。たしまじ感としひし

にき抜をのもういと化

２第でこそ。すまれ

し

れぞれそたま，てし

回

すで定予るす論討

一第

が向方きべむ進の学

。

，もで上の制体育

え見

みてえ考に後最

いうど

築構再の学方

が要必る

てけ向に学

テういと」

にしなも

くいてし築構

，とす

間時３とっず，

れけ

か方様皆，後のこ

持

アィテンロフ，もど

先，は回今，てしでち

うよすまりおてげ上し

，は目回２第，回次

に

いざごは約制な的

文人

会機の論討てめ

んせま

先の人４，は

たけ設を

ごな重貴る

，らか方生

とに人本

だたいを言提

始らか

と学方東のてっ

まさ

史歴，てしまりま

と

指ごの点題問なまざ

こぶ学が人本日けわり

ンコをのもういと字漢

てめ初てっよにチー

ピ

お

。たしまし聴拝

き大

もてしまいがかうを話

とこういと，いなきで

れあもと，がたしま

を

うよたきてえ見が

際国

マーテういと」

わ思に

方のこ，いが

まげ掲を

たっいうそ

を題問の面

体究研，は

方東の紀世

かのくい

教もで上の制

ポンシ

，をとこういと

，はでムウジ

の代時いし新うどを

東

会

。すまりおてえ

方東

間時み休，で際手不の

すましたいび詫おをと 。

森

おな

すでんたい

で来本

にです

。たしま

おを話

時いし厳

。すまりお

申

日本てさ

含も話おの

間

日と学方東

すらか場立

うなもとに

起提題問な

，に後最て

，かのるあ

を話おな要

ロプアな的

出

はとこる通

のれずい

学

向方ういと

りいまて

さ

かうを話お

化際国と

を制

々我後今は

，にら

育教

の目回３第

てい築

日本

考といたき

制体の

こたしまり

司，



進正山

な

深に常

始らか

経御い

２第

いろい

々我て

をか

くし

回次ひ

の場会

，回

御

長所所究研学科文人

深の様皆ていおにムウ

生先ターィヴ，は日今

非らか門専御のれぞれ

の忙多御はに生先四。

いつにれそ。すまげ上

らか様皆，に当本，が

，がのるすを論議もで

，もどけすでんたしま

ぜたま。すまりあで念

宜，てしまり賜を駕来

拶挨会閉

ポンシに的中集てっ座

まいざごでてめ初，

ジ

まる至に生先藤佐

。す

だたいてせか聞

そ，で

深，とこたし

たしまき

述し申をト

し申礼御く

１らかれ

すで第次たべ

重てし

間時２もで間時

いな

りおてっ思とだ要

と

残にとこま，はとこ

御かうど，がすまい思

。た ）手拍

」アィテンロフ

所ヵ１間い長どほれこ

こたっがかうを話お

に

そ，生先楊，生先

はと

いと定設の題問

てしう

力協御てい割

をのもう

ろいらか間

まきだたい

てし摘指

ンメコなろい

ンシる

こ，ていだたい

とこ

と礎基のムウジポ

年

えをるざげ上り切で

かるなに時いし忙お末

。すましたいい願おを

まいざごうとがりあに し

１ の学方東

山

しまめ

くづ基に験

，私

を間時

と察洞御い

森て

問なろ

仲，員所の

に特

と合都

至に回３第

を題

の力協

はれこ，も

うい

誠は日本

どほ
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